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ページ１／３ 
ＰＴＯＬ－８５（Ｒｅｖ．０２／１１） 

米国特許商標庁 
米国商務省 

米国特許商標庁 

宛先：ＣＯＭＭＩＳＳＩＯＮＥＲ ＦＯＲ ＰＡＴＥＮＴＳ 

Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ １４５０ 

Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ、Ｖｉｒｇｉｎｉａ ２２３１３－

１４５０ 

ｗｗｗ．ｕｓｐｔｏ．ｇｏｖ 

特許査定及び特許料等納付期限の通知 

２２９２８ ７５９０ ２０１６年８月１０日 審査官 

ＣＯＲＮＩＮＧ ＩＮＣＯＲＰＯＲＡＴＥＤ ＡＨＭＥＤ ＡＬＩ、ＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ 

ＳＰ－ＴＩ－３－１ 

ＣＯＲＮＩＮＧ、ＮＹ １４８

３１ 

 審査部門 書類番号 

１７４３ 

郵送日：２０１６年８月１０日 

出願番号 出願日 筆頭発明者 代理人整理番号 確認番号 

１４／２７８，５８２ ２０１４年５月１５日 ＲＥＮ ＨＵＡ ＣＨＵＮＧ ＳＰ１４－１２０ ２８３６ 

発明の名称：エッジディレクタからの熱損失を低減するための方法及び装置 

出願の種類 出願人の区分 発行手数料 公開手数料 既納の発行手数料 合計納付額 納付期限 

非仮出願 割引なし ９６０ドル ０ドル ０ドル ９６０ドル ２０１６年１１月

１０日 

上記で特定された出願は、審査され、特許としての発行を許可されている。実体審査は終了される。この特許査定通知は、特

許権の付与ではない。この出願は、特許庁の職権により、又は出願人の請求により、発行を取り下げられることがある。３７

ＣＦＲ１．３１３及びＭＰＥＰ１３０８を参照のこと。 

発行手数料及び公開手数料（必要な場合）は、本通知の郵送日から３か月以内に支払われなければならず、さもなければこの

出願は放棄されたものとみなされる。この法定期間は延長することができない。３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１５１を参照のこと。上記

に示された発行手数料は、この出願において以前に支払われた発行手数料のクレジットを反映していない。この出願において

以前に発行手数料が支払われている場合（上記に示されているとおり）、この用紙のパートＢの返送は、以前に支払われた発

行手数料を今回納付すべき発行手数料に再適用する要求とみなされる。 

本通知への返信方法： 

Ｉ．上記に示されている出願人の区分を確認する。出願人の区分がＳＭＡＬＬ又はＭＩＣＲＯと示されている場合、その出願

人の区分に対する資格が依然として適用されるかどうかを確認する。 

出願人の区分が上記に示されるものと同じ場合、上記に示される合計納付額を支払う。 

出願人の区分が上記に示されるものから変更されている場合、パートＢ－手数料納付書の「出願人の区分の変更（上記に示さ

れる区分から）」と題されたセクション番号５を記入する。 

本通知の目的上、小規模事業体の手数料は、割引なしの手数料の１／２、極小規模事業体の手数料は、小規模事業体の手数料

の１／２である。 

ＩＩ．パートＢ－手数料納付書、又はそれに相当するものは、記入され、発行手数料及び公開手数料（必要な場合）とともに、

米国特許商標庁（ＵＳＰＴＯ）に返送される必要がある。手数料を預金口座から引き落とす場合、パートＢ－手数料納付書の

セクション「４ｂ」が記入され、その用紙の写しを一部追加して提出される必要がある。パートＢに相当するものが提出され

た場合、以前に支払われた発行手数料を再適用する要求が明確に行われる必要があり、その書類をパートＢに相当するものと

して認識する際の困難性に起因して、手続きに遅延が生じる場合がある。

ＩＩＩ．この出願に関する全ての連絡は、出願番号を記載する必要がある。特許証発行前の全ての連絡は、特に指示がない限

り、発行手数料受付窓口（Ｍａｉｌ Ｓｔｏｐ ＩＳＳＵＥ ＦＥＥ）宛てに行ってください。

重要な注意：１９８０年１２月１２日以降に出願された実用特許は、維持手数料の支払いを必要とする場合がある。維持手数

料の期日までの支払いを確保することは、特許権者の責任である。
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ＰＴＯＬ－８５ パートＢ（１０－１３）２０１３年１０月３１日までの使用が承認されている。ＯＭＢ０６５１－００３３ 米国特許商標庁、米国商務省 

パートＢ－手数料納付書 

この用紙に記入し、該当する手数料と一緒に、次の宛先に送付する。郵送 Ｍａｉｌ Ｓｔｏｐ ＩＳＳＵＥ ＦＥＥ 

Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎｅｒ ｆｏｒ Ｐａｔｅｎｔｓ 

Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ １４５０ 

Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ、Ｖｉｒｇｉｎｉａ ２２３１３－１４５

０ 

又はファックス （５７１）－２７３－２８８５ 
  

説明：この用紙を、発行手数料及び公開手数料（必要な場合）を送金するために使用されたい。必要に応じて、ブロック１～５を記入する必要がある。特許証、特許証の

写し、及び維持手数料の通知を含む全ての更なる連絡は、（ａ）新しい連絡先住所を指定すること、及び／又は（ｂ）維持手数料通知用の別個の「手数料用住所」を示す

ことによって、以下で修正されない限り、又はブロック１で別段の指示がない限り、現在の連絡先住所に郵送されることになる。 

現在の連絡先住所（注記：宛先の変更にはブロック１を使用する） 

注記：郵送証明書は、手数料納付書の国内郵送にのみ使用することがで

きる。この証明書は、いかなる他の添付書類にも使用することはできな

い。譲渡証又は正式図面などの、各追加書類には、それぞれ個別の郵送

又は送信の証明書が必要である。 

 

   ２２９２８   ７５９０   ２０１６年８月１０日 

ＣＯＲＮＩＮＧ ＩＮＣＯＲＰＯＲＡＴＥＤ 

ＳＰ－ＴＩ－３－１ 

ＣＯＲＮＩＮＧ、ＮＹ １４８３１ 

郵送又は送信の証明書 

私はここに、この手数料納付書が、上記のＭａｉｌ Ｓｔｏｐ ＩＳＳ

ＵＥ ＦＥＥ宛てに宛名書きされ、第１種郵便料金が十分に付された封

筒にて米国郵便公社に預けられていること、又は下記の日付にＵＳＰＴ

Ｏ（５７１）２７３－２８８５にファクシミリ送信されていることを証

明する。 

 （差出人の氏名） 

 （署名） 

 （日付） 

  
出願番号 出願日 筆頭発明者 代理人整理番号 確認番号 

１４／２７８，５８２ ２０１４年５月１５日 ＲＥＮ ＨＵＡ ＣＨＵＮＧ ＳＰ１４－１２０ ２８３６ 

     

発明の名称：エッジディレクタからの熱損失を低減するための方法及び装置 

     

出願の種類 出願人の区分 発行手数料 公開手数料 
既納の発行手

数料 
合計納付額 納付期限 

非仮出願 割引なし ９６０ドル ０ドル ０ドル ９６０ドル ２０１６年１１月１０日 

       

       

審査官 審査部門 分類－細分類   

ＡＨＭＥＤ ＡＬＩ、ＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ １７４３ ０６５－０５３０００   

       

１．連絡先住所の変更又は「手数料用住所」の表示（３７ＣＦＲ１．３６３）。 

□連絡先住所の変更（又は連絡先住所用紙ＰＴＯ／ＳＢ／１２２の変更）

が添付されている。 

□「手数料用住所」表示（又は「手数料用住所」表示用紙ＰＴＯ／ＳＢ／

４７、Ｒｅｖ０３－０２以降）が添付されている。識別番号の使用が必要

である。 

２．特許証の表紙への印刷のために、以

下を記載されたい 

 

（１）最大３名の登録弁理士又は代理人

の氏名又は名称 

１＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

（２）単一の事務所（登録弁理士又は代

理人を構成員として有する）の名称及び

最大２名の登録弁理士又は代理人の氏

名。氏名が記載されていない場合、氏名

は印刷されない。 

２＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

３＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

３．特許証に印刷される譲受人の氏名及び居所データ（印刷又はタイプ） 

以下の点にご注意ください：以下に譲受人が特定されていない限り、譲受人データは特許証に表示されない。以下に譲受人が特定された場合、この書類は３７ＣＦＲ

３．１１に記載されているように、記録のために提出される。この用紙の記入は、譲渡証の提出に代わるものではない。 
 

 （Ａ）譲受人の氏名 （Ｂ）居所：（市区町村及び州又は国） 

  

適切な譲受人カテゴリにチェックを入れてください（特許証には印刷されない）： □個人 □法人又は他の私的団体 □政府機関 

４ａ．以下の手数料が提出される： 

□発行手数料 

□公開手数料（小規模事業体の割引は適用されない） 

□特許証の写し－写しの数＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

４ｂ．手数料の支払い：（上記に示される既納の発行手数料をまず再適用してください） 

□小切手を同封する。 

□クレジットカードによる支払い。用紙ＰＴＯ－２０３８が添付される。 

□特許庁長官は、必要な手数料、不足額、又は過払いの払い戻しを預金口座番号＿＿＿

＿＿＿＿＿＿から引き落とすことをここに許可する（この用紙の写しを一部同封す

る）。 
  

５．出願人の区分の変更（上記に示される区分から）  

□出願人が極小規模事業体区分を証明する。３７ＣＦＲ１．２９を参照の

こと 

注記：極小規模事業体区分の有効な証明がない場合（用紙ＰＴＯ／ＳＢ／１５Ａ及び１５

Ｂを参照のこと）、極小規模事業体の金額での発行手数料の支払いは、受理されず、出願放

棄のリスクがある。 

□出願人が小規模事業体区分を主張する。３７ＣＦＲ１．２７を参照のこ

と 

注記：出願が以前に極小規模事業体区分にあった場合、このボックスにチェックを入れる

ことは、極小規模事業体区分の資格喪失の通知とみなされる。 

□出願人が通常の割引なしの手数料区分に変更する。 注記：このボックスにチェックを入れることは、該当する場合、小規模又は極小規模事業

体の資格喪失の通知とみなされる。 
 

注記：この用紙は、３７ＣＦＲ１．３１及び１．３３に従って署名される必要がある。署名の要件及び証明については、３７ＣＦＲ１．４を参照のこと。 

 

権限のある署名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 日付＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

  

タイプ又は印刷された氏名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 登録番号＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
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ＰＴＯＬ－８５（Ｒｅｖ．０２／１１） 

 

米国特許商標庁  

 米国商務省 

米国特許商標庁 

宛先：ＣＯＭＭＩＳＳＩＯＮＥＲ ＦＯＲ ＰＡＴＥＮＴＳ 
Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ １４５０ 

Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ、Ｖｉｒｇｉｎｉａ ２２３１３－１４５０ 

ｗｗｗ．ｕｓｐｔｏ．ｇｏｖ 

 
出願番号 出願日 筆頭発明者 代理人整理番号 確認番号 

１４／２７８，５８２ ２０１４年５

月１５日 

ＲＥＮ ＨＵＡ ＣＨＵＮＧ ＳＰ１４－１２０ ２８３６ 

     

   審査官 

２２９２８ ７５９０ ２０１６年８月１

０日 

ＣＯＲＮＩＮＧ ＩＮＣＯＲ

ＰＯＲＡＴＥＤ 

ＳＰ－ＴＩ－３－１ 

ＣＯＲＮＩＮＧ、ＮＹ １４

８３１ 

 ＡＨＭＥＤ ＡＬＩ、ＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ 
   

 審査部門 書類番号 

 １７４３  

     

   郵送日：２０１６年８月１０日 

 

 

 

 

３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１５４（ｂ）に基づく特許期間調整の決定 

（２０００年５月２９日以降に出願された出願） 

特許庁は、特許査定通知書に特許期間調整（ＰＴＡ）の計算を提供することを廃止した。 

ＡＩＡ技術修正法の第１条（ｈ）（２）は、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１５４（ｂ）（３）（Ｂ）（ｉ）を改正し、特許庁が

特許査定通知書に特許期間調整の決定を提供する義務を排除した。Ｒｅｖｉｓｉｏｎｓ ｔｏ Ｐａｔｅｎｔ 

Ｔｅｒｍ Ａｄｊｕｓｔｍｅｎｔ，７８ Ｆｅｄ．Ｒｅｇ．１９４１６，１９４１７（Ａｐｒ．１，２０１３）

を参照のこと。したがって、特許庁は、特許査定通知書に最初の特許期間調整の決定を今後提供しない。特許

庁は、特許の発行日の約３週間前に出願人に郵送される発行通知書に、引き続き特許期間調整の決定を提供し、

特許証にも特許期間調整を含める。特許期間調整の決定の再考（又は特許期間調整の回復）の要求は、３７Ｃ

ＦＲ１．７０５に概説されている手続きに従う必要がある。 

 

特許期間の延長又は調整の決定に関する質問は、Ｏｆｆｉｃｅ ｏｆ Ｐａｔｅｎｔ Ｌｅｇａｌ Ａｄｍｉ

ｎｉｓｔｒａｔｉｏｎ（５７１）－２７２－７７０２に連絡されたい。発行及び公開手数料の支払いに関する

質問は、Ｏｆｆｉｃｅ ｏｆ Ｐａｔｅｎｔ ＰｕｂｌｉｃａｔｉｏｎのＣｕｓｔｏｍｅｒ Ｓｅｒｖｉｃｅ 

Ｃｅｎｔｅｒ １－（８８８）－７８６－０１０１又は（５７１）－２７２－４２００に連絡されたい。 

000065Petitioner Ex 1002 065



 

 

ＰＴＯＬ－８５パートＢに関するＯＭＢクリアランス及びＰＲＡ負担に関する陳述 

 

１９９５年の書類作成負担軽減法（ＰＲＡ）は、公衆からほとんどのタイプの情報を要求する前に、連邦政府機
関が、行政管理予算局の承認を得ることを義務付けている。ＯＭＢが公衆から情報を収集するための機関の要求
を承認する場合、ＯＭＢは（ｉ）情報を収集するために使用される書類に機関が表示するための有効なＯＭＢ管
理番号及び有効期限を提供し、（ｉｉ）５ＣＦＲ１３２０．５（ｂ）に従って、ＯＭＢ管理番号の法的意義につい
て公衆に通知することを機関に要求する。 

ＰＴＯＬ－８５パートＢによって収集された情報は、３７ＣＦＲ１．３１１によって要求される。この情報は、
公衆が特許出願を出願し、利益を得る又は保持するために（及びＵＳＰＴＯによって処理するために）必要であ
る。機密保持は、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１２２及び３７ＣＦＲ１．１４によって規定されている。この収集は、記入
された申請書の収集、準備、及びＵＳＰＴＯへの提出を含み、完了に１２分かかると推定される。時間は個々の
ケースによって異なる。この用紙への記入に必要な時間に関するコメント、及び／又はこの負担を軽減するため
の提案は、Ｃｈｉｅｆ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｏｆｆｉｃｅｒ、Ｕ．Ｓ．Ｐａｔｅｎｔ ａｎｄ Ｔｒａｄ
ｅｍａｒｋ Ｏｆｆｉｃｅ、Ｕ．Ｓ．Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ ｏｆ Ｃｏｍｍｅｒｃｅ、Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ １４
５０、Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ、Ｖｉｒｇｉｎｉａ ２２３１３－１４５０まで送付されたい。手数料又は記入さ
れた用紙をこの住所に送付しないこと。送付先：Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎｅｒ ｆｏｒ Ｐａｔｅｎｔｓ，Ｐ．Ｏ．
Ｂｏｘ １４５０、Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ、Ｖｉｒｇｉｎｉａ ２２３１３－１４５０。１９９５年の書類作成
負担軽減法に基づき、有効なＯＭＢ管理番号を表示しない限り、情報収集への応答は義務付けられていない。 

 

プライバシー法に関する陳述 
 

１９７４年のプライバシー法（Ｐ．Ｌ．９３－５７９）は、特許出願又は特許に関連する添付用紙の提出に関連
して特定の情報が提出者に与えられることを要求する。したがって、法律の要件に基づき、以下の点にご留意く
ださい。（１）この情報の収集に関する一般的な根拠法は、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．２（ｂ）（２）であり、（２）求めら
れている情報の提供は任意であり、かつ（３）米国特許商標庁がこの情報を使用する主な目的は、特許出願又は
特許に関連する提出者の提出物を処理及び／又は審査することである。要求された情報を提供しない場合、米国
特許商標庁は、提出者の提出物を処理及び／又は審査することができない可能性があり、その結果、手続きの終
了、又は出願の放棄、又は特許の失効につながる可能性がある。 

この用紙で提供された情報は、以下の通常の使用の対象となる。 

 １．この用紙の情報は、情報公開法（５Ｕ．Ｓ．Ｃ．５５２）及びプライバシー法（５Ｕ．Ｓ．Ｃ５５２ａ）
で認められている範囲で機密として扱われることになる。この記録システムからの記録は、これらの記録の開示
が情報公開法によって要求されるかどうかを判断するために司法省に開示される場合がある。 

 ２．この記録システムからの記録は、通常の使用として、和解交渉の過程で相手方の弁護士に開示することを
含め、裁判所、治安判事、又は行政審判所に証拠を提示する過程で開示される場合がある。 

 ３．この記録システムの記録は、通常の使用として、記録が関係する個人が記録の主題に関して議員からの支
援を求めている場合、その個人に関する要求を提出した連邦議会員に開示される場合がある。 

 ４．この記録システムの記録は、通常の使用として、契約を履行するために情報を必要とする機関の契約者に
開示されることがある。情報の受領者は、５Ｕ．Ｓ．Ｃ．５５２ａ（ｍ）に従い、改正された１９７４年プライ
バシー法の要件を遵守する必要がある。 

 ５．この記録システムで特許協力条約に基づいて出願された国際出願に関連する記録は、通常の使用として、
特許協力条約に従い、世界知的所有権機関の国際事務局に開示される場合がある。 

 ６．この記録システムの記録は、通常の使用として、国家安全保障審査（３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１８１）及び原子
力法（４２Ｕ．Ｓ．Ｃ．２１８（ｃ））に基づく審査の目的で、他の連邦政府機関に開示される場合がある。 

 ７．この記録システムからの記録は、通常の使用として、４４Ｕ．Ｓ．Ｃ．２９０４及び２９０６の権限に基
づき、記録管理の実務及びプログラムの改善を勧告する機関の責任の一環として政府調達局（ＧＳＡ）によって
実施される記録の検査中に、ＧＳＡ長官又はその指名者に開示される場合がある。かかる開示は、この目的のた
めの記録の検査を規定するＧＳＡ規則、及び任意の他の関連する（すなわち、ＧＳＡ又は商務省の）指示に従っ
て行われるものとする。かかる開示は、個人に関する決定を行うために使用されるものではない。 

 ８．この記録システムからの記録は、通常の使用として、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１２２（ｂ）に基づく出願の公開
後、又は３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１５１に基づく特許の発行後に、公衆に開示される場合がある。更に、記録が、放棄
された出願、又は手続きが終了した出願で提出され、公開された出願、公衆の閲覧に供された出願、又は発行さ
れた特許のいずれかによって参照されている場合、記録は、通常の使用として、３７ＣＦＲ１．１４の制限に従
って、公衆に開示される場合がある。 

 ９．ＵＳＰＴＯが法律又は規制の違反又は潜在的な違反を認識した場合、この記録システムからの記録は、通
常の使用として、連邦、州、又は地方の法執行機関に開示される場合がある。 
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米国特許商標庁 

ＰＴＯＬ－３７（Ｒｅｖ．０８－１３）  特許査定通知  書類番号の一部／郵送日 

２０１６０８０４ 

特許査定通知 

出願番号 

１４／２７８，５８２ 

出願人 

ＣＨＵＮＧら 

審査官 

ＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ．ＡＨＭ

ＥＤ ＡＬＩ 

審査部門 

１７４３ 

ＡＩＡ（先発明者先願

主義）区分 

はい 

 

－－本通知書の郵送日は、連絡先住所とともに表紙に記載されている－－ 

全ての請求項が特許可能であるため、本出願における審査は終了される（又は終了したままである）。本書に含まれ

ていない場合（又は以前に郵送された場合）、特許査定通知書（ＰＴＯＬ－８５）又は他の適切な通知書が追って郵

送される。この特許査定通知は、特許権の付与ではない。この出願は、特許庁の職権により、又は出願人の請求によ
り、発行を取り下げられることがある。３７ＣＦＲ１．３１３及びＭＰＥＰ１３０８を参照のこと。 

１． この通知書は、２０１６年７月２１日に対応する。 

□３７ＣＦＲ１．１３０（ｂ）に基づく宣言書／宣誓供述書は、＿＿＿＿＿＿＿に提出された。 

２．□＿＿＿＿の面接中に提示された限定要求に応じて、出願人によって選択が行われた。限定要求及び選択は、本
処分に取り込まれている。 

３． 特許査定された請求項は１～２０である。特許査定された請求項の結果として、出願人は、対応する出願につ

いて、参加する知的財産権庁の特許審査ハイウェイプログラムの恩恵を受ける資格がある可能性がある。詳細に

ついては、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｕｓｐｔｏ．ｇｏｖ／ｐａｔｅｎｔｓ／ｉｎｉｔ＿ｅｖｅｎｔｓ／ｐｐｈ／
ｉｎｄｅｘ．ｊｓｐを参照するか、又はＰＰＨｆｅｅｄｂａｃｋ＠ｕｓｐｔｏ．ｇｏｖまで連絡されたい。 

４．□３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９（ａ）～（ｄ）又は（ｆ）に基づく外国優先権の主張が承認される。 

 認証謄本： 

  ａ）□全て ｂ）□一部 ＊ｃ）□なし： 

１．□優先権書類の認証謄本を受領した。 

２．□優先権書類の認証謄本を出願番号＿＿＿＿＿＿＿＿において受領した。 

３．□優先権書類の認証謄本の写しを、国際事務局（ＰＣＴ規則１７．２（ａ））からこの国内段階出願にお

いて受領した。 

＊認証謄本を受領していない：＿＿＿＿＿＿＿＿。 

   

出願人は、本通知書の「郵送日」から３か月以内に、以下に記載されている要件を満たす応答を提出する必要がある。

この期間内に適切に応答がない場合、本出願は放棄される。 

この３か月の期間は延長することができない。 

５．□訂正図面（「差し替え用紙」として）を提出する必要がある。 

□書類番号／郵送日＿＿＿＿の添付の審査官の補正／コメント又は拒絶理由通知によって要求されている変更

を含む。 

出願番号（３７ＣＦＲ１．８４（ｃ）を参照のこと）などの識別表示は、各用紙の表面（裏面ではない）の図面に記

載される必要がある。差し替え用紙は、３７ＣＦＲ１．１２１（ｄ）に従って、ヘッダーにそのようにラベル付けさ

れる必要がある。 

６．□生物学的材料の寄託及び／又は寄託に関する情報が提出される必要がある。生物学的材料の寄託の要求に関す
る添付の審査官のコメントに留意されたい。 

  

添付書類  

１．□引用文献の通知（ＰＴＯ－８９２） ５．□審査官の補正／コメント 

２． 情報開示陳述書（ＰＴＯ／ＳＢ／０８）、 

書類番号／郵送日２０１６年７月２１日 

６． 審査官の特許査定理由の陳述 

３．□生物学的材料の寄託の要求に関する審査官のコメ

ント 

７．□その他＿＿＿＿＿＿。 

４．□面接概要（ＰＴＯ－４１３）、 

書類番号／郵送日＿＿＿＿＿＿。 

 

  

／ＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ ＡＨＭＥＤ ＡＬＩ／ 

審査官、審査部門 １７４３ 
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出願／管理番号：１４／２７８，５８２      ページ２ 

審査部門：１７４３ 

 

詳細な審査結果 

Ｐｒｅ－ＡＩＡ又はＡＩＡ区分の通知 

 ２０１３年３月１６日以降に出願された本出願は、ＡＩＡの先発明者先願主義の規定に基づいて審査されてい

る。 

出願の状況 

 これは、２０１６年７月２１日に提出された出願人の継続審査請求に応じた特許査定通知である。請求項１～

２０は特許査定される。 

特許可能な主題 

 請求項１～２０は、２０１６年５月１９日に郵送された特許査定通知書に示された理由と同じ理由で特許査定

され、２０１６年７月２１日に提出されたＩＤＳが考慮されているが、以前の特許査定の資格に関する疑問は生

じなかった。 

結論 

 本通知書又は審査官からの以前の通知書に関する問い合わせは、電話番号が（５７１）２７２－０３４７であ

るＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ．ＡＨＭＥＤ ＡＬＩまで連絡されたい。審査官には、通常、ＩＦＰ（月曜日～金曜日の

午前７時３０分～午後５時）に連絡を取ることができる。 

 電話で審査官に連絡が取れない場合、審査官の上司であるＪｏｓｅｐｈ Ｄｅｌ Ｓｏｌｅに５７１２７２１

１３０で連絡を取ることができる。この出願又は手続きが割り当てられている組織のファックス電話番号は、５

７１－２７３－８３００である。 

 出願の状況に関する情報は、特許出願情報検索（ＰＡＩＲ）システムから取得され得る。公開された出願の状

況情報は、Ｐｒｉｖａｔｅ ＰＡＩＲ又はＰｕｂｌｉｃ ＰＡＩＲのいずれかから取得され得る。未公開の出願

の状況情報は、Ｐｒｉｖａｔｅ ＰＡＩＲのみを通じて入手可能である。ＰＡＩＲシステムの詳細については、

ｈｔｔｐ：／／ｐａｉｒ－ｄｉｒｅｃｔ．ｕｓｐｔｏ．ｇｏｖを参照のこと。Ｐｒｉｖａｔｅ ＰＡＩＲシステ

ムへのアクセスについて質問がある場合はＥｌｅｃｔｒｏｎｉｃ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｃｅｎｔｅｒ（ＥＢＣ）

８６６－２１７－９１９７（フリーダイヤル）まで連絡されたい。ＵＳＰＴＯカスタマーサービス担当者による

サポート又は自動情報システムへのアクセスをご希望の場合は、８００－７８６－９１９９（米国又はカナダ）

又は５７１－２７２－１０００まで電話されたい。 
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出願／管理番号：１４／２７８，５８２      ページ３ 

審査部門：１７４３ 

 

／ＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ ＡＨＭＥＤ ＡＬＩ／ 

審査官、審査部門 １７４３ 
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受領日：２０１６年７月２１日  １４２７８５８２–ＧＡＵ：１７４３ 

書類コード：ＩＤＳ 

書類の説明：情報開示陳述書（ＩＤＳ）の提出 

ＰＴＯ／ＳＢ／０８ａ（０１－１０） 

２０１２年７月３１日までの使用が承認されている。ＯＭＢ ０６５１－００３１ 

米国特許商標庁、米国商務省 

１９９５年の書類作成負担軽減法に基づき、有効なＯＭＢ管理番号を含まない限り、情報収集への応答は義務付けられていない。 

 

ＥＦＳ Ｗｅｂ２．１．１７ 

抹消線が引かれているものを除き、全ての参考文献が考慮された。／Ｍ．Ｋ．Ａ／ 

出願人による情報開示陳述書 
（３７ＣＦＲ１．９９に基づく提出用ではない） 

出願番号 １４２７８５８２ 

出願日 ２０１４年５月１５

日 

筆頭発明者 Ｒｅｎ Ｈｕａ Ｃｈｕ

ｎｇ 

審査部門 １７４３ 

審査官氏名 Ｍｏｈａｍｅｄ Ｋ．Ａ

ｈｍｅｄ Ａｌｉ 

代理人整理番号 ＳＰ１４－１２０ 

 

 

米国特許 

審査官の

イニシャ

ル＊ 

引 用

番号 
特許番号 

種別コ

ード１ 
発行日 

引用文献の特許

権者又は出願人

の氏名 

関連する記述又は関連

する図が表示されてい

るページ、段落、行 

 １ ３４５１７９８ Ａ 
１９６９年

６月２４日 

Ｒ．Ａ．ＳＩＭＯ

Ｎ 
 

 ２ ３５３７８３４ Ａ 
１９７０年

１１月３日 

Ｒ．Ａ．ＳＩＭＯ

Ｎ 
 

 ３ ７４０９８３９ Ｂ２ 
２００８年

８月１２日 

Ｂｏｒａｔａｖ

ら 
 

 ４ ８１４１３８８ Ｂ２ 
２０１２年

３月２７日 

Ｂｕｒｄｅｔｔ

ｅ 
 

 ５ ８４７４２８６ Ｂ２ 
２０１３年

７月２日 

Ｐｉｔｂｌａｄ

ｄｏ 
 

追加の米国特許引用情報を追加したい場合は、Ａｄｄボタンをクリックしてください。 

米国特許出願公開 

審査官の

イニシャ

ル＊ 

引 用

番号 
特許番号 

種別コ

ード１ 
公開日 

引用文献の特許

権者又は出願人

の氏名 

関連する記述又は関連

する図が表示されてい

るページ、段落、行 

 １ 
２００３０１２１

２８７ 
Ａ１ 

２００３年

７月３日 
Ｃｈａｌｋら  
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受領日：２０１６年７月２１日  １４２７８５８２–ＧＡＵ：１７４３ 

ＥＦＳ Ｗｅｂ２．１．１７ 

抹消線が引かれているものを除き、全ての参考文献が考慮された。／Ｍ．Ｋ．Ａ／ 

出願人による情報開示陳述書 
（３７ＣＦＲ１．９９に基づく提出用ではない） 

出願番号 １４２７８５８２ 

出願日 ２０１４年５月１５

日 

筆頭発明者 Ｒｅｎ Ｈｕａ Ｃｈｕｎ

ｇ 

審査部門 １７４３ 

審査官氏名 Ｍｏｈａｍｅｄ Ｋ．Ａｈｍ

ｅｄ Ａｌｉ 

代理人整理番号 ＳＰ１４－１２０ 

 

 

 ２ 
２０１１０１０

００５７ 
Ａ１ 

２０１１年

５月５日 
Ｇａｙｌｏ  

 ３ 
２０１２０１１

１０６０ 
Ａ１ 

２０１２年

５月１０日 
Ｔｓｕｄａら  

 ４ 
２０１３０１３

３３７０ 
Ａ１ 

２０１３年

５月３０日 
Ｂｏｒａｔａｖら  

 ５ 
２０１３０３１

９０４９ 
Ａ１ 

２０１３年

１２月５日 
Ｇｒｚｅｓｉｋら  

追加の米国公開出願引用情報を追加したい場合は、Ａｄｄボタンをクリックしてください。 

外国特許文献 

審査官の

イニシャ

ル＊ 

引用

番号 
外国文献番号３ 

国 コ ー

ド２ｉ 

種 別

コ ー

ド４ 

公開日 

引用文献の

特許権者又

は出願人の

氏名 

関連する記述

又は関連する

図が表示され

ているページ、

段落、行 

Ｔ５ 

 １       □ 

追加の外国特許文献引用情報を追加したい場合は、Ａｄｄボタンをクリックしてください。 

非特許文献 

審査官の

イニシャ

ル＊ 

引用

番号 

著者名（大文字）、論文のタイトル（該当する場合）、文献のタイトル（本、雑誌、

ジャーナル、叢書、シンポジウム、カタログなど）、日付、ページ、巻号、出版社、

出版都市及び／又は国を含む。 

Ｔ５ 

 １  □ 

追加の非特許文献引用情報を追加したい場合は、Ａｄｄボタンをクリックしてください。 

審査官署名 

審査官署名 
／ＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ ＡＨＭＥＤ 

ＡＬＩ／ 
検討日 ２０１６年８月４日 

＊審査官：引用文献がＭＰＥＰ６０９に準拠しているかどうかにかかわらず、考慮された場合はイニシャルが

記入される。準拠せず、かつ考慮されていない場合、引用文献に抹消線が引かれる。この用紙の写しを出願人

への次回の通知時に含める。 
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 ＰＴＯ／ＳＢ／３０（１２－０７） 

２００７年１２月３１日までの使用が承認されている。ＯＭＢ ０６５１－００３１ 

米国特許商標庁、米国商務省 

１９９５年の書類作成負担軽減法に基づき、有効なＯＭＢ管理番号を含まない限り、情報収集への応答は義務付けられていない。 
 

改訂：２０１２年９月２７日 

継続審査請求（ＲＣＥ）送付書 
出願番号 １４／２７８５８２ 

出願日 ２０１４年５月１５日 

筆頭発明者 Ｒｅｎ Ｈｕａ Ｃｈｕｎｇ 

宛先： 

Ｍａｉｌ Ｓｔｏｐ ＲＣＥ 

Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎｅｒ ｆｏｒ Ｐａｔｅｎｔｓ 

Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ １４５０ 

Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ、ＶＡ２２３１３－１４５０ 

審査部門 １７４３ 

審査官氏名 Ｍｏｈａｍｅｄ Ｋ．Ａｈｍｅｄ 
Ａｌｉ 

代理人整理番号確認番号： ＳＰ１４－１２０ 
２８３６ 

   
これは、上記に特定された出願について、３７ＣＦＲ１．１１４に基づく継続審査請求（ＲＣＥ）である。 

３７ＣＦＲ１．１１４に基づく継続審査（ＲＣＥ）請求は、１９９５年６月８日以前に出願されたいかなる実用特許若しくは植物特許にも、

又はいかなる意匠特許にも適用されない。２ページのＲＣＥに関する説明用紙（ＵＳＰＴＯに提出しないこと）を参照のこと。 

   
   

１．３７ＣＦＲ１．１１４に基づく提出が必要である注記：ＲＣＥが適切である場合、出願人が別段の指示をしない限り、以

前に提出された未処理の補正書及びＲＣＥに同封された補正書は、提出された順序で処理される。出願人が、以前に提出された未処理の補
正書を処理することを望まない場合、出願人は、かかる補正書の不処理を請求する必要がある。 
ａ．□以前に提出済み。最後の拒絶理由通知が未決の場合、最後の拒絶理由通知の後に提出された補正書は、このボックスがチェックさ

れていない場合でも提出物とみなされる場合がある。 

ｉ．□＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に以前に提出された審判請求書又は答弁書の主張を考慮する 

ｉｉ．□その他＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

ｂ． 同封 

ｉ． □補正書／応答書 ｉｉｉ． 情報開示陳述書（ＩＤＳ） 

ｉｉ．□宣誓供述書／宣言書 ｉｖ． □その他＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 
２．その他 
ａ．□３７ＣＦＲ１．１０３（ｃ）に基づく、上記に特定された出願に対する手続きの停止が、＿＿＿＿か月間必要である。（停止期間は３

か月を超えてはならず、３７ＣＦＲ１．１７（ｉ）に基づく手数料が必要である）。 

ｂ．□その他＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
３．手数料３７ＣＦＲ１．１７（ｅ）に基づくＲＣＥ手数料は、ＲＣＥが提出されたときに３７ＣＦＲ１．１１４によって必要とされ

る。 

ａ． 特許庁長官が、以下の手数料、手数料の不足額、又は過払いの金を預金口座番号０３－３３２５から引き落とすことをここに許可す
る。 

ｉ．  ３７ＣＦＲ１．１７（ｅ）に基づいて必要とされるＲＣＥ手数料 

ｉｉ． □期間延長手数料（３７ＣＦＲ１．１３６及び１．１７） 

ｉｉｉ．□その他＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

ｂ．□＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ドルの小切手を同封する。 

ｃ．□クレジットカードによる支払い（用紙ＰＴＯ－２０３８を同封する） 

警告：本用紙の情報は、公開される可能性があり、クレジットカード情報は、本用紙に含めるべきではなく、クレジットカード情報及び承

認はＰＴＯ－２０３８に提供する。 

 

出願人、弁理士、又は代理人の署名が必要である 
署名 ／Ｋｅｖｉｎ Ｍ．Ａｂｌｅ／ 日付 ２０１６年７月２１日 

氏名（印刷／タイプ） Ｋｅｖｉｎ Ｍ．Ａｂｌｅ 登録番号 ５２，４０１ 

    

郵送又は送信の証明書 
私はここに、この書類及び／又は手数料若しくは料金の承認が、下記の方法で、Ｍａｉｌ Ｓｔｏｐ ＲＣＥ、Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎｅｒ 

ｆｏｒ Ｐａｔｅｎｔｓ、Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ １４５０、Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ ＶＡ２２３１３－１４５０宛に、２０１６年７月２１日に送
付されることを証明する： 

□３７ＣＦＲ§１．１０に基づく米国郵便公社の速達郵便サービス（速達郵便ラベル番号＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）、 

□３７ＣＦＲ§１．８に基づく第１種郵便として十分な郵便料金を伴った米国郵便公社への投函（Ｍａｉｌ Ｓｔｏｐ ＲＣＥ）、 

□３７ＣＦＲ§１．６（ｄ）に基づくファクシミリ送信（ファクシミリ番号＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）、 

３７ＣＦＲ§１．６（ａ）（４）に基づく米国特許商標庁の電子出願システム 

署名  

氏名（印刷／タイプ） Ａｍｙ Ｎ．Ｓｔａｒｋｅｙ 

この情報収集は、３７ＣＦＲ１．１１４によって必要とされる。この情報は、公衆が特許出願を出願し、利益を得るか又は保持するため

に（及びＵＳＰＴＯによって処理するために）必要である。機密保持は、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１２２及び３７ＣＦＲ１．１１及び１．１４

によって規定されている。この収集は、記入された申請書の収集、準備、及びＵＳＰＴＯへの提出を含み、完了に１２分かかると推定さ

れる。時間は個々のケースによって異なる。この用紙への記入に必要な時間に関するコメント、及び／又はこの負担を軽減するための提
案は、Ｃｈｉｅｆ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｏｆｆｉｃｅｒ、Ｕ．Ｓ．Ｐａｔｅｎｔ ａｎｄ Ｔｒａｄｅｍａｒｋ Ｏｆｆｉｃｅ、

Ｕ．Ｓ．Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ ｏｆ Ｃｏｍｍｅｒｃｅ、Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ １４５０、Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ、ＶＡ２２３１３－１４

５０に送付されたい。手数料又は記入された用紙をこの住所に送付しないこと。送付先：Ｍａｉｌ Ｓｔｏｐ ＲＣＥ、Ｃｏｍｍｉｓｓ

ｉｏｎｅｒ ｆｏｒ Ｐａｔｅｎｔｓ、Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ １４５０、Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ、ＶＡ２２３１３－１４５０。 

用紙の記入にサポートが必要な場合は、１－８００－ＰＴＯ－９１９９まで電話し、選択肢２を選択されたい。 
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書類コード：ＩＤＳ 

書類の説明：情報開示陳述書（ＩＤＳ）の提出 

ＰＴＯ／ＳＢ／０８ａ（０１－１０） 

２０１２年７月３１日までの使用が承認されている。ＯＭＢ ０６５１－００３１ 

米国特許商標庁、米国商務省 

１９９５年の書類作成負担軽減法に基づき、有効なＯＭＢ管理番号を含まない限り、情報収集への応答は義務付けられていない。 
 

ＥＦＳ Ｗｅｂ２．１．１７ 

出願人による情報開示陳述書 
（３７ＣＦＲ１．９９に基づく提出用ではない） 

出願番号 １４２７８５８２ 

出願日 ２０１４年５月１５

日 

筆頭発明者 Ｒｅｎ Ｈｕａ Ｃｈｕｎ

ｇ 

審査部門 １７４３ 

審査官氏名 Ｍｏｈａｍｅｄ Ｋ．Ａｈｍ

ｅｄ Ａｌｉ 

代理人整理番号 ＳＰ１４－１２０ 

 

 

米国特許 

審査官の

イニシャ

ル＊ 

引 用

番号 
特許番号 

種別コ

ード１ 
発行日 

引用文献の特許

権者又は出願人

の氏名 

関連する記述又は関連

する図が表示されてい

るページ、段落、行 

 １ ３４５１７９８ Ａ 
１９６９年

６月２４日 

Ｒ．Ａ．ＳＩＭＯ

Ｎ 
 

 ２ ３５３７８３４ Ａ 
１９７０年

１１月３日 

Ｒ．Ａ．ＳＩＭＯ

Ｎ 
 

 ３ ７４０９８３９ Ｂ２ 
２００８年

８月１２日 

Ｂｏｒａｔａｖ

ら 
 

 ４ ８１４１３８８ Ｂ２ 
２０１２年

３月２７日 

Ｂｕｒｄｅｔｔ

ｅ 
 

 ５ ８４７４２８６ Ｂ２ 
２０１３年

７月２日 

Ｐｉｔｂｌａｄ

ｄｏ 
 

追加の米国特許引用情報を追加したい場合は、Ａｄｄボタンをクリックしてください。 

米国特許出願公開 

審査官の

イニシャ

ル＊ 

引 用

番号 
特許番号 

種別コ

ード１ 
公開日 

引用文献の特許

権者又は出願人

の氏名 

関連する記述又は関連

する図が表示されてい

るページ、段落、行 

 １ 
２００３０１２１

２８７ 
Ａ１ 

２００３年

７月３日 
Ｃｈａｌｋら  
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ＥＦＳ Ｗｅｂ２．１．１７ 

出願人による情報開示陳述書 
（３７ＣＦＲ１．９９に基づく提出用ではない） 

出願番号 １４２７８５８２ 

出願日 ２０１４年５月１５

日 

筆頭発明者 Ｒｅｎ Ｈｕａ Ｃｈｕｎ

ｇ 

審査部門 １７４３ 

審査官氏名 Ｍｏｈａｍｅｄ Ｋ．Ａｈｍ

ｅｄ Ａｌｉ 

代理人整理番号 ＳＰ１４－１２０ 

 

 

 ２ 
２０１１０１０

００５７ 
Ａ１ 

２０１１年

５月５日 
Ｇａｙｌｏ  

 ３ 
２０１２０１１

１０６０ 
Ａ１ 

２０１２年

５月１０日 
Ｔｓｕｄａら  

 ４ 
２０１３０１３

３３７０ 
Ａ１ 

２０１３年

５月３０日 
Ｂｏｒａｔａｖら  

 ５ 
２０１３０３１

９０４９ 
Ａ１ 

２０１３年

１２月５日 
Ｇｒｚｅｓｉｋら  

追加の米国公開出願引用情報を追加したい場合は、Ａｄｄボタンをクリックしてください。 

外国特許文献 

審査官の

イニシャ

ル＊ 

引用

番号 
外国文献番号３ 

国 コ ー

ド２ｉ 

種 別

コ ー

ド４ 

公開日 

引用文献の

特許権者又

は出願人の

氏名 

関連する記述

又は関連する

図が表示され

ているページ、

段落、行 

Ｔ５ 

 １       □ 

追加の外国特許文献引用情報を追加したい場合は、Ａｄｄボタンをクリックしてください。 

非特許文献 

審査官の

イニシャ

ル＊ 

引用

番号 

著者名（大文字）、論文のタイトル（該当する場合）、文献のタイトル（本、雑誌、

ジャーナル、叢書、シンポジウム、カタログなど）、日付、ページ、巻号、出版社、

出版都市及び／又は国を含む。 

Ｔ５ 

 １  □ 

追加の非特許文献引用情報を追加したい場合は、Ａｄｄボタンをクリックしてください。 

審査官署名 

審査官署名  検討日  

＊審査官：引用文献がＭＰＥＰ６０９に準拠しているかどうかにかかわらず、考慮された場合はイニシャルが

記入される。準拠せず、かつ考慮されていない場合、引用文献に抹消線が引かれる。この用紙の写しを出願人

への次回の通知時に含める。 
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ＥＦＳ Ｗｅｂ２．１．１７ 

出願人による情報開示陳述書 
（３７ＣＦＲ１．９９に基づく提出用ではない） 

出願番号 １４２７８５８２ 

出願日 ２０１４年５月１５

日 

筆頭発明者 Ｒｅｎ Ｈｕａ Ｃｈｕｎ

ｇ 

審査部門 １７４３ 

審査官氏名 Ｍｏｈａｍｅｄ Ｋ．Ａｈｍ

ｅｄ Ａｌｉ 

代理人整理番号 ＳＰ１４－１２０ 

 
 

１ｗｗｗ．ＵＳＰＴＯ．ＧＯＶ又はＭＰＥＰ９０１．０４でＵＳＰＴＯ特許文献の種類コードを参照のこと。２２文字のコー

ド（ＷＩＰＯ標準ＳＴ．３）によって、文献を発行した特許庁に入る。３日本の特許文献の場合、天皇の在位年を示す表記が

特許文献の整理番号の前に記載される必要がある。４可能であれば、ＷＩＰＯ標準ＳＴ．１６に基づいて文献に示されている

適切な記号による文献の種類。５英語の翻訳分が添付されている場合、出願人はここにチェックマークを入れる必要がある。 
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ＥＦＳ Ｗｅｂ２．１．１７ 

出願人による情報開示陳述書 
（３７ＣＦＲ１．９９に基づく提出用ではない） 

出願番号 １４２７８５８２ 

出願日 ２０１４年５月１５

日 

筆頭発明者 Ｒｅｎ Ｈｕａ Ｃｈｕｎ

ｇ 

審査部門 １７４３ 

審査官氏名 Ｍｏｈａｍｅｄ Ｋ．Ａｈｍ

ｅｄ Ａｌｉ 

代理人整理番号 ＳＰ１４－１２０ 

 

 

証明書陳述書 

 

適切な選択を行うには、３７ＣＦＲ１．９７及び１．９８を参照してください。 

 

 

□情報開示陳述書に含まれる各情報項目が、情報開示陳述書の提出の３か月前までに、対応する外国出願における外国特許

庁からの通知書において、最初に引用された。３７ＣＦＲ１．９７（ｅ）（１）を参照のこと。 

 

 
又は 
 

□情報開示陳述書に含まれるいかなる情報項目も、対応する外国出願における外国特許庁からの通知書において引用されて

おらず、合理的な調査を行った上で、この証明書に署名する者の知る限り、情報開示陳述書に含まれるいかなる情報項目も、

情報開示陳述書の提出の３か月よりも前に３７ＣＦＲ１．５６（ｃ）に指定されたいかなる個人にも知られていなかった。３

７ＣＦＲ１．９７（ｅ）（２）を参照のこと。 

 

 

□添付の証明書陳述書を参照のこと。 

□３７ＣＦＲ１．１７（ｐ）に定められた手数料をここに提出する。 

証明書陳述書はここでは提出されない。 

署名 

ＣＦＲ１．３３、１０．１８に従って、出願人又は代表者の署名が必要である。署名の形式については、ＣＦＲ１．４（ｄ）

を参照してください。 

 

署名 ／Ｋｅｖｉｎ Ｍ．Ａｂｌｅ／ 日付（ＹＹＹＹ－ＭＭ

－ＤＤ） 

２０１６年７月２１日 

氏名／印刷 Ｋｅｖｉｎ Ｍ．Ａｂｌｅ 登録番号 ５２，４０１ 

 

 

この情報収集は、３７ＣＦＲ１．９７及び１．９８によって必要とされる。この情報は、公衆が特許出願を出願し、利益を得

るか又は保持するために（及びＵＳＰＴＯによって処理するために）必要である。機密保持は、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１２２及び

３７ＣＦＲ１．１４によって規定されている。この収集は、記入された申請書の収集、準備、及びＵＳＰＴＯへの提出を含

み、完了に１時間かかると推定される。時間は個々のケースによって異なる。この用紙への記入に必要な時間に関するコメ

ント、及び／又はこの負担を軽減するための提案は、Ｃｈｉｅｆ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｏｆｆｉｃｅｒ、Ｕ．Ｓ．Ｐａ

ｔｅｎｔ ａｎｄ Ｔｒａｄｅｍａｒｋ Ｏｆｆｉｃｅ、Ｕ．Ｓ．Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ ｏｆ Ｃｏｍｍｅｒｃｅ、Ｐ．

Ｏ．Ｂｏｘ １４５０、Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ、ＶＡ２２３１３－１４５０に送付されたい。手数料又は記入された用紙をこ

の住所に送付しないこと。送付先：Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎｅｒ ｆｏｒ Ｐａｔｅｎｔｓ、Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ １４５０、Ａ

ｌｅｘａｎｄｒｉａ、ＶＡ２２３１３－１４５０。 
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ＥＦＳ Ｗｅｂ２．１．１７ 

プライバシー法に関する陳述 

 
 

 

１９７４年のプライバシー法（Ｐ．Ｌ．９３－５７９）は、特許出願又は特許に関連する添付用紙の提出に関連して特定の情

報が提出者に与えられることを要求する。したがって、法律の要件に基づき、以下の点にご留意ください。（１）この情報の

収集に関する一般的な根拠法は、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．２（ｂ）（２）であり、（２）求められている情報の提供は任意であり、か

つ（３）米国特許商標庁がこの情報を使用する主な目的は、特許出願又は特許に関連する提出者の提出物を処理及び／又は

審査することである。要求された情報を提供しない場合、米国特許商標庁は、提出者の提出物を処理及び／又は審査するこ

とができない可能性があり、その結果、手続きの終了、又は出願の放棄、又は特許の失効につながる可能性がある。 

 

この用紙で提供された情報は、以下の通常の使用の対象となる。 

 

 １．この用紙の情報は、情報公開法（５Ｕ．Ｓ．Ｃ．５５２）及びプライバシー法（５Ｕ．Ｓ．Ｃ．５５２ａ）で認められ

ている範囲で機密として扱われることになる。この記録システムからの記録は、情報公開法がこれらの記録の開示を要求す

るかどうかを判断するために司法省に開示される場合がある。 

 

 ２．この記録システムからの記録は、通常の使用として、和解交渉の過程で相手方の弁護士に開示することを含め、裁判

所、治安判事、又は行政審判所に証拠を提示する過程で開示される場合がある。 

 

 ３．この記録システムの記録は、通常の使用として、記録が関係する個人が記録の主題に関して議員からの支援を求めて

いる場合、その個人に関する要求を提出した連邦議会員に開示される場合がある。 

 

 ４．この記録システムの記録は、通常の使用として、契約を履行するために情報を必要とする機関の契約者に開示される

ことがある。情報の受領者は、５Ｕ．Ｓ．Ｃ．５５２ａ（ｍ）に従い、改正された１９７４年プライバシー法の要件を遵守す

る必要がある。 

 

 ５．この記録システムで特許協力条約に基づいて出願された国際出願に関連する記録は、通常の使用として、特許協力条

約に従い、世界知的所有権機関の国際事務局に開示される場合がある。 

 

 ６．この記録システムの記録は、通常の使用として、国家安全保障審査（３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１８１）及び原子力法（４２Ｕ．

Ｓ．Ｃ．２１８（ｃ））に基づく審査の目的で、他の連邦政府機関に開示される場合がある。 

 

 ７．この記録システムからの記録は、通常の使用として、４４Ｕ．Ｓ．Ｃ．２９０４及び２９０６の権限に基づき、記録管

理の実務及びプログラムの改善を勧告する機関の責任の一環として政府調達局（ＧＳＡ）によって実施される記録の検査中

に、ＧＳＡ長官又はその指名者に開示される場合がある。かかる開示は、この目的のための記録の検査を規定するＧＳＡ規

則、及び任意の他の関連する（すなわち、ＧＳＡ又は商務省の）指示に従って行われるものとする。かかる開示は、個人に関

する決定を行うために使用されるものではない。 

 

 

 ８．この記録システムからの記録は、通常の使用として、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１２２（ｂ）に基づく出願の公開後、又は３５

Ｕ．Ｓ．Ｃ．１５１に基づく特許の発行後に、公衆に開示される場合がある。更に、記録が、放棄された出願、又は手続きが

終了した出願で提出され、公開された出願、公衆の閲覧に供された出願、又は発行された特許のいずれかによって参照され

ている場合、記録は、通常の使用として、３７ＣＦＲ１．１４の制限に従って、公衆に開示される場合がある。 

 

 

 ９．ＵＳＰＴＯが法律又は規制の違反又は潜在的な違反を認識した場合、この記録システムからの記録は、通常の使用と

して、連邦、州、又は地方の法執行機関に開示される場合がある。 
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ページ１／３ 
ＰＴＯＬ －８５（Ｒｅｖ．０２／１１） 

 

米国特許商標庁  

 米国商務省 

米国特許商標庁 

宛先：ＣＯＭＭＩＳＳＩＯＮＥＲ ＦＯＲ ＰＡＴＥＮＴＳ 

Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ １４５０ 

Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ、Ｖｉｒｇｉｎｉａ ２２３１３－１４５０ 

ｗｗｗ．ｕｓｐｔｏ．ｇｏｖ 

   

特許査定及び特許料等納付期限の通知 
     

   審査官 

２２９２８ ７５９０ ２０１６年５月１

９日 

ＣＯＲＮＩＮＧ ＩＮＣＯＲＰ

ＯＲＡＴＥＤ 

ＳＰ－ＴＩ－３－１ 

ＣＯＲＮＩＮＧ、ＮＹ １４８３

１ 

 ＡＨＭＥＤ ＡＬＩ、ＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ 
   

 審査部門 書類番号 

 １７４３  

     

   郵送日：２０１６年５月１９日 

    

出願番号 出願日 筆頭発明者 代理人整理番号 確認番号 

１４／２７８，５８２ ２０１４年５月１５

日 

ＲＥＮ ＨＵＡ ＣＨＵＮＧ ＳＰ１４－１２０ ２８３６ 

     

発明の名称：エッジディレクタからの熱損失を低減するための方法及び装置 

     

出願の種類 出願人の区分 発行手数料 公開手数料 既納の発行手数料 合計納付額 納付期限 

非仮出願 割引なし ９６０ドル ０ドル ０ドル ９６０ドル ２０１６年８

月１９日 

       

上記で特定された出願は、審査され、特許としての発行を許可されている。実体審査は終了される。この特許査
定通知は、特許権の付与ではない。この出願は、特許庁の職権により、又は出願人の請求により、発行を取り下
げられることがある。３７ＣＦＲ１．３１３及びＭＰＥＰ１３０８を参照のこと。 
発行手数料及び公開手数料（必要な場合）は、本通知の郵送日から３か月以内に支払われなければならず、さも
なければこの出願は放棄されたものとみなされる。この法定期間は延長することができない。３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．
１５１を参照のこと。上記に示された発行手数料は、この出願において以前に支払われた発行手数料のクレジ
ットを反映していない。この出願において以前に発行手数料が支払われている場合（上記に示されているとお
り）、この用紙のパートＢの返送は、以前に支払われた発行手数料を今回納付すべき発行手数料に再適用する要
求とみなされる。 
 
本通知への返信方法： 
 
Ｉ．上記に示されている出願人の区分を確認する。出願人の区分がＳＭＡＬＬ又はＭＩＣＲＯと示されている場
合、その出願人の区分に対する資格が依然として適用されるかどうかを確認する。 
出願人の区分が上記に示されるものと同じ場合、上記に示される合計納付額を支払う。 
出願人の区分が上記に示されるものから変更されている場合、パートＢ－手数料納付書の「出願人の区分の変更
（上記に示される区分から）」と題されたセクション番号５を記入する。 
本通知の目的上、小規模事業体の手数料は、割引なしの手数料の１／２、極小規模事業体の手数料は、小規模事
業体の手数料の１／２である。 
 
 
ＩＩ．パートＢ－手数料納付書、又はそれに相当するものは、記入され、発行手数料及び公開手数料（必要な場
合）とともに、米国特許商標庁（ＵＳＰＴＯ）に返送される必要がある。手数料を預金口座から引き落とす場合、
パートＢ－手数料納付書のセクション「４ｂ」が記入され、その用紙の写しを一部追加して提出される必要があ
る。パートＢに相当するものが提出された場合、以前に支払われた発行手数料を再適用する要求が明確に行われ
る必要があり、その書類をパートＢに相当するものとして認識する際の困難性に起因して、手続きに遅延が生じ
る場合がある。 
ＩＩＩ．この出願に関する全ての連絡は、出願番号を記載する必要がある。特許証発行前の全ての連絡は、特に
指示がない限り、発行手数料受付窓口（Ｍａｉｌ Ｓｔｏｐ ＩＳＳＵＥ ＦＥＥ）宛てに行ってください。 
重要な注意：１９８０年１２月１２日以降に出願された実用特許は、維持手数料の支払いを必要とする場合が
ある。維持手数料の期日までの支払いを確保することは、特許権者の責任である。 
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ページ２／３ 
ＰＴＯＬ－８５ パートＢ（１０－１３）２０１３年１０月３１日までの使用が承認されている。ＯＭＢ０６５１－００３３ 米国特許商標庁、米国商務省 

 
パートＢ－手数料納付書 

この用紙に記入し、該当する手数料と一緒に、次の宛先に送付する。郵送 Ｍａｉｌ Ｓｔｏｐ ＩＳＳＵＥ ＦＥＥ 

Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎｅｒ ｆｏｒ Ｐａｔｅｎｔｓ 

Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ １４５０ 

Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ、Ｖｉｒｇｉｎｉａ ２２３１３

－１４５０ 

又はファックス （５７１）－２７３－２８８５ 
  

説明：この用紙を、発行手数料及び公開手数料（必要な場合）を送金するために使用されたい。必要に応じて、ブロック１～５を記入する必要がある。特許証、

特許証の写し、及び維持手数料の通知を含む全ての更なる連絡は、（ａ）新しい連絡先住所を指定すること、及び／又は（ｂ）維持手数料通知用の別個の「手数

料用住所」を示すことによって、以下で修正されない限り、又はブロック１で別段の指示がない限り、現在の連絡先住所に郵送されることになる。 

現在の連絡先住所（注記：宛先の変更にはブロック１を使用する） 

注記：郵送証明書は、手数料納付書の国内郵送にのみ使用すること

ができる。この証明書は、いかなる他の添付書類にも使用すること

はできない。譲渡証又は正式図面などの、各追加書類には、それぞ

れ個別の郵送又は送信の証明書が必要である。 

 

２２９２８ ７５９０ ２０１６年５月１９日 

ＣＯＲＮＩＮＧ ＩＮＣＯＲＰＯＲＡＴＥＤ 

ＳＰ－ＴＩ－３－１ 

ＣＯＲＮＩＮＧ、ＮＹ １４８３１ 

郵送又は送信の証明書 

私はここに、この手数料納付書が、上記のＭａｉｌ Ｓｔｏｐ Ｉ

ＳＳＵＥ ＦＥＥ宛てに宛名書きされ、第１種郵便料金が十分に付

された封筒にて米国郵便公社に預けられていること、又は下記の日

付にＵＳＰＴＯ（５７１）２７３－２８８５にファクシミリ送信さ

れていることを証明する。 

 （差出人の氏名） 

 （署名） 

 （日付） 

  
出願番号 出願日 筆頭発明者 代理人整理番号 確認番号 

１４／２７８，５８２ ２０１４年５月１５日 ＲＥＮ ＨＵＡ ＣＨＵＮＧ ＳＰ１４－１２０ ２８３６ 

     

発明の名称：エッジディレクタからの熱損失を低減するための方法及び装置 

     

出願の種類 出願人の区分 発行手数料 公開手数料 既納の発行手数料 合計納付額 納付期限 

非仮出願 割引なし ９６０ドル ０ドル ０ドル ９６０ドル ２０１６年８

月１９日 

       

       

審査官 審査部門 分類－細分類   

ＡＨＭＥＤ ＡＬＩ、ＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ １７４３ ０６５－０５３０００   

       

１．連絡先住所の変更又は「手数料用住所」の表示（３７ＣＦＲ１．３

６３）。 

□連絡先住所の変更（又は連絡先住所用紙ＰＴＯ／ＳＢ／１２２の変

更）が添付されている。 

□「手数料用住所」表示（又は「手数料用住所」表示用紙ＰＴＯ／Ｓ

Ｂ／４７、Ｒｅｖ０３－０２以降）が添付されている。識別番号の使

用が必要である。 

２．特許証の表紙への印刷のために、以下を記載され

たい 

 

（１）最大３名の登録弁理士又は代理人の氏名又は名

称 

１＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

（２）単一の事務所（登録弁理士又は代理人を構成員

として有する）の名称及び最大２名の登録弁理士又は

代理人の氏名。氏名が記載されていない場合、氏名は

印刷されない。 

２＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

３＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

３．特許証に印刷される譲受人の氏名及び居所データ（印刷又はタイプ） 

以下の点にご注意ください：以下に譲受人が特定されていない限り、譲受人データは特許証に表示されない。以下に譲受人が特定された場合、この書類は３

７ＣＦＲ３．１１に記載されているように、記録のために提出される。この用紙の記入は、譲渡証の提出に代わるものではない。 
 

 （Ａ）譲受人の氏名 （Ｂ）居所：（市区町村及び州又は国） 

  

適切な譲受人カテゴリにチェックを入れてください（特許証には印刷されない）： □個人 □法人又は他の私的団体 □政府機関 

４ａ．以下の手数料が提出される： 

□発行手数料 

□公開手数料（小規模事業体の割引は適用されない） 

□特許証の写し－写しの数＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿ 

４ｂ．手数料の支払い：（上記に示される既納の発行手数料をまず再適用してください） 

□小切手を同封する。 

□クレジットカードによる支払い。用紙ＰＴＯ－２０３８が添付される。 

□特許庁長官は、必要な手数料、不足額、又は過払いの払い戻しを預金口座番号＿＿

＿＿＿＿＿＿＿から引き落とすことをここに許可する（この用紙の写しを一部同封

する）。 
  

５．出願人の区分の変更（上記に示される区分から）  

□出願人が極小規模事業体区分を証明する。３７ＣＦＲ１．２９を参

照のこと 

注記：極小規模事業体区分の有効な証明がない場合（用紙ＰＴＯ／ＳＢ／１５Ａ及び

１５Ｂを参照のこと）、極小規模事業体の金額での発行手数料の支払いは、受理され

ず、出願放棄のリスクがある。 

□出願人が小規模事業体区分を主張する。３７ＣＦＲ１．２７を参照

のこと 

注記：出願が以前に極小規模事業体区分にあった場合、このボックスにチェックを入

れることは、極小規模事業体区分の資格喪失の通知とみなされる。 

□出願人が通常の割引なしの手数料区分に変更する。 注記：このボックスにチェックを入れることは、該当する場合、小規模又は極小規模

事業体の資格喪失の通知とみなされる。 
 

注記：この用紙は、３７ＣＦＲ１．３１及び１．３３に従って署名される必要がある。署名の要件及び証明については、３７ＣＦＲ１．４を参照のこと。 

 

権限のある署名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 日付＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

  

タイプ又は印刷された氏名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 登録番号＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
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ページ３／３ 
ＰＴＯＬ－８５（Ｒｅｖ．０２／１１） 

 

 

米国特許商標庁 

 米国商務省 

米国特許商標庁 

宛先：ＣＯＭＭＩＳＳＩＯＮＥＲ ＦＯＲ ＰＡＴＥＮ

ＴＳ 
Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ １４５０ 

Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ、Ｖｉｒｇｉｎｉａ ２２３１３－１４５

０ 

ｗｗｗ．ｕｓｐｔｏ．ｇｏｖ 

 
出願番号 出願日 筆頭発明者 代理人整理番号 確認番号 

１４／２７８，５８２ ２０１４年５月

１５日 

ＲＥＮ ＨＵＡ ＣＨＵＮＧ ＳＰ１４－１２０ ２８３６ 

     

   審査官 

２２９２８ ７５９０ ２０１６年５月１９日 

ＣＯＲＮＩＮＧ ＩＮＣＯＲＰＯ

ＲＡＴＥＤ 

ＳＰ－ＴＩ－３－１ 

ＣＯＲＮＩＮＧ、ＮＹ １４８３１ 

 ＡＨＭＥＤ ＡＬＩ、ＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ 
   

 審査部門 書類番号 

 １７４３  

     

   郵送日：２０１６年５月１９日 

 

 

 

 

３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１５４（ｂ）に基づく特許期間調整の決定 

（２０００年５月２９日以降に出願された出願） 

 

特許庁は、特許査定通知書に特許期間調整（ＰＴＡ）の計算を提供することを廃止した。 

ＡＩＡ技術修正法の第１条（ｈ）（２）は、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１５４（ｂ）（３）（Ｂ）（ｉ）を改正

し、特許庁が特許査定通知書に特許期間調整の決定を提供する義務を排除した。Ｒｅｖｉｓｉｏ

ｎｓ ｔｏ Ｐａｔｅｎｔ Ｔｅｒｍ Ａｄｊｕｓｔｍｅｎｔ，７８ Ｆｅｄ．Ｒｅｇ．１９４

１６，１９４１７（Ａｐｒ．１，２０１３）を参照のこと。したがって、特許庁は、特許査定通

知書に最初の特許期間調整の決定を今後提供しない。特許庁は、特許の発行日の約３週間前に出

願人に郵送される発行通知書に、引き続き特許期間調整の決定を提供し、特許証にも特許期間調

整を含める。特許期間調整の決定の再考（又は特許期間調整の回復）の要求は、３７ＣＦＲ１．

７０５に概説されている手続きに従う必要がある。 

 

特許期間の延長又は調整の決定に関する質問は、Ｏｆｆｉｃｅ ｏｆ Ｐａｔｅｎｔ Ｌｅｇａ

ｌ Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎ（５７１）－２７２－７７０２に連絡されたい。発行及び公

開手数料の支払いに関する質問は、Ｏｆｆｉｃｅ ｏｆ Ｐａｔｅｎｔ Ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏ

ｎのＣｕｓｔｏｍｅｒ Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｃｅｎｔｅｒ １－（８８８）－７８６－０１０１又

は（５７１）－２７２－４２００に連絡されたい。 
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ＰＴＯＬ－８５パートＢに関するＯＭＢクリアランス及びＰＲＡ負担に関する陳述 

 

１９９５年の書類作成負担軽減法（ＰＲＡ）は、公衆からほとんどのタイプの情報を要求する前に、連邦政府機
関が、行政管理予算局の承認を得ることを義務付けている。ＯＭＢが公衆から情報を収集するための機関の要求
を承認する場合、ＯＭＢは（ｉ）情報を収集するために使用される書類に機関が表示するための有効なＯＭＢ管
理番号及び有効期限を提供し、（ｉｉ）５ＣＦＲ１３２０．５（ｂ）に従って、ＯＭＢ管理番号の法的意義につい
て公衆に通知することを機関に要求する。 

 

ＰＴＯＬ－８５パートＢによって収集された情報は、３７ＣＦＲ１．３１１によって要求される。この情報は、
公衆が特許出願を出願し、利益を得るか又は保持するために（及びＵＳＰＴＯによって処理するために）必要で
ある。機密保持は、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１２２及び３７ＣＦＲ１．１４によって規定されている。この収集は、記
入された申請書の収集、準備、及びＵＳＰＴＯへの提出を含み、完了に１２分かかると推定される。時間は個々
のケースによって異なる。この用紙への記入に必要な時間に関するコメント、及び／又はこの負担を軽減するた
めの提案は、Ｃｈｉｅｆ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｏｆｆｉｃｅｒ、Ｕ．Ｓ．Ｐａｔｅｎｔ ａｎｄ Ｔｒａ
ｄｅｍａｒｋ Ｏｆｆｉｃｅ、Ｕ．Ｓ．Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ ｏｆ Ｃｏｍｍｅｒｃｅ、Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ １
４５０、Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ、Ｖｉｒｇｉｎｉａ ２２３１３－１４５０に送付されたい。手数料又は記入さ
れた用紙をこの住所に送付しないこと。送付先：Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎｅｒ ｆｏｒ Ｐａｔｅｎｔｓ，Ｐ．Ｏ．
Ｂｏｘ １４５０、Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ、Ｖｉｒｇｉｎｉａ ２２３１３－１４５０。１９９５年の書類作成
負担軽減法に基づき、有効なＯＭＢ管理番号を表示しない限り、情報収集への応答は義務付けられていない。 

 

プライバシー法に関する陳述 

 
１９７４年のプライバシー法（Ｐ．Ｌ．９３－５７９）は、特許出願又は特許に関連する添付用紙の提出に関連
して特定の情報が提出者に与えられることを要求する。したがって、法律の要件に基づき、以下の点にご留意く
ださい。（１）この情報の収集に関する一般的な根拠法は、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．２（ｂ）（２）であり、（２）求めら
れている情報の提供は任意であり、かつ（３）米国特許商標庁がこの情報を使用する主な目的は、特許出願又は
特許に関連する提出者の提出物を処理及び／又は審査することである。要求された情報を提供しない場合、米国
特許商標庁は、提出者の提出物を処理及び／又は審査することができない可能性があり、その結果、手続きの終
了、又は出願の放棄、又は特許の失効につながる可能性がある。 
 

この用紙で提供された情報は、以下の通常の使用の対象となる。 

 １．この用紙の情報は、情報公開法（５Ｕ．Ｓ．Ｃ．５５２）及びプライバシー法（５Ｕ．Ｓ．Ｃ５５２ａ）
で認められている範囲で機密として扱われることになる。この記録システムからの記録は、これらの記録の開示
が情報公開法によって要求されるかどうかを判断するために司法省に開示される場合がある。 

 ２．この記録システムからの記録は、通常の使用として、和解交渉の過程で相手方の弁護士に開示することを
含め、裁判所、治安判事、又は行政審判所に証拠を提示する過程で開示される場合がある。 

 ３．この記録システムの記録は、通常の使用として、記録が関係する個人が記録の主題に関して議員からの支
援を求めている場合、その個人に関する要求を提出した連邦議会員に開示される場合がある。 

 ４．この記録システムの記録は、通常の使用として、契約を履行するために情報を必要とする機関の契約者に
開示されることがある。情報の受領者は、５Ｕ．Ｓ．Ｃ．５５２ａ（ｍ）に従い、改正された１９７４年プライ
バシー法の要件を遵守する必要がある。 

 ５．この記録システムで特許協力条約に基づいて出願された国際出願に関連する記録は、通常の使用として、
特許協力条約に従い、世界知的所有権機関の国際事務局に開示される場合がある。 

 ６．この記録システムの記録は、通常の使用として、国家安全保障審査（３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１８１）及び原子
力法（４２Ｕ．Ｓ．Ｃ．２１８（ｃ））に基づく審査の目的で、他の連邦政府機関に開示される場合がある。 

 ７．この記録システムからの記録は、通常の使用として、４４Ｕ．Ｓ．Ｃ．２９０４及び２９０６の権限に基
づき、記録管理の実務及びプログラムの改善を勧告する機関の責任の一環として政府調達局（ＧＳＡ）によって
実施される記録の検査中に、ＧＳＡ長官又はその指名者に開示される場合がある。かかる開示は、この目的のた
めの記録の検査を規定するＧＳＡ規則、及び任意の他の関連する（すなわち、ＧＳＡ又は商務省の）指示に従っ
て行われるものとする。かかる開示は、個人に関する決定を行うために使用されるものではない。 

 ８．この記録システムからの記録は、通常の使用として、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１２２（ｂ）に基づく出願の公開
後、又は３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１５１に基づく特許の発行後に、公衆に開示される場合がある。更に、記録が、放棄
された出願、又は手続きが終了した出願で提出され、公開された出願、公衆の閲覧に供された出願、又は発行さ
れた特許のいずれかによって参照されている場合、記録は、通常の使用として、３７ＣＦＲ１．１４の制限に従
って、公衆に開示される場合がある。 

 ９．ＵＳＰＴＯが法律又は規制の違反又は潜在的な違反を認識した場合、この記録システムからの記録は、通
常の使用として、連邦、州、又は地方の法執行機関に開示される場合がある。 
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米国特許商標庁 

ＰＴＯＬ－３７（Ｒｅｖ．０８－１３）  特許査定通知  書類番号の一部／郵送日２０１６０５０３ 

特許査定通知 

出願番号 

１４／２７８，５８２ 

出願人 

ＣＨＵＮＧら 

審査官 

ＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ．ＡＨ

ＭＥＤ ＡＬＩ 

審査部門 

１７４３ 

ＡＩＡ（先発明者先願主

義）区分 

はい 

 

－－本通知書の郵送日は、連絡先住所とともに表紙に記載されている－－ 

全ての請求項が特許可能であるため、本出願における審査は終了される（又は終了したままである）。本書に含まれ
ていない場合（又は以前に郵送された場合）、特許査定通知書（ＰＴＯＬ－８５）又は他の適切な通知書が追って郵

送される。この特許査定通知は、特許権の付与ではない。この出願は、特許庁の職権により、又は出願人の請求によ

り、発行を取り下げられることがある。３７ＣＦＲ１．３１３及びＭＰＥＰ１３０８を参照のこと。 

１． この通知書は、２０１６年２月１日に対応する。 

□３７ＣＦＲ１．１３０（ｂ）に基づく宣言書／宣誓供述書は、＿＿＿＿＿＿＿に提出された。 

２．□＿＿＿＿の面接中に提示された限定要求に応じて、出願人によって選択が行われた。限定要求及び選択は、本

処分に取り込まれている。 

３． 特許査定された請求項は１～２０である。特許査定された請求項の結果として、出願人は、対応する出願につ
いて、参加する知的財産権庁の特許審査ハイウェイプログラムの恩恵を受ける資格がある可能性がある。詳細につい

ては、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｕｓｐｔｏ．ｇｏｖ／ｐａｔｅｎｔｓ／ｉｎｉｔ ｅｖｅｎｔｓ／ｐｐｈ／ｉｎｄｅ

ｘ．ｊｓｐを参照するか、又はＰＰＨｆｅｅｄｂａｃｋ＠ｕｓｐｔｏ．ｇｏｖまで連絡されたい。 

４．□３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９（ａ）～（ｄ）又は（ｆ）に基づく外国優先権の主張が承認される。 

 認証謄本： 

  ａ）□全て ｂ）□一部 ＊ｃ）□なし： 

１．□優先権書類の認証謄本を受領した。 

２．□優先権書類の認証謄本を出願番号＿＿＿＿＿＿＿＿において受領した。 

３．□優先権書類の認証謄本の写しを、国際事務局（ＰＣＴ規則１７．２（ａ））からこの国内段階出願にお

いて受領した。 

＊認証謄本を受領していない：＿＿＿＿＿＿＿＿。 

   

出願人は、本通知書の「郵送日」から３か月以内に、以下に記載されている要件を満たす応答を提出する必要がある。

この期間内に適切に応答がない場合、本出願は放棄される。 

この３か月の期間は延長することができない。 

５．□訂正図面（「差し替え用紙」として）を提出する必要がある。 

 □書類番号／郵送日＿＿＿＿の添付の審査官の補正／コメント又は拒絶理由通知によって要求されている変

更を含む。 

出願番号（３７ＣＦＲ１．８４（ｃ）を参照のこと）などの識別表示は、各用紙の表面（裏面ではない）の図面に記

載される必要がある。差し替え用紙は、３７ＣＦＲ１．１２１（ｄ）に従って、ヘッダーにそのようにラベル付けさ
れる必要がある。 

６．□生物学的材料の寄託及び／又は寄託に関する情報が提出される必要がある。生物学的材料の寄託の要求に関す

る添付の審査官のコメントに留意されたい。 

  

添付書類  

１．□引用文献の通知（ＰＴＯ－８９２） ５．□審査官の補正／コメント 

２． 情報開示陳述書（ＰＴＯ／ＳＢ／０８）、 

書類番号／郵送日２０１４年５月１５日 

６． 審査官の特許査定理由の陳述 

３．□生物学的材料の寄託の要求に関する審査官のコメ

ント 

７．□その他＿＿＿＿＿＿。 

４．□面接概要（ＰＴＯ－４１３）、 

書類番号／郵送日＿＿＿＿＿＿。 

 

  

／ＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ ＡＨＭＥＤ ＡＬＩ／ 

審査官、審査部門 １７４３ 

 

 

 

／ＡＬＩＳＯＮ ＨＩＮＤＥＮＬＡＮＧ／ 

主任審査官、審査部門 １７４４ 
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出願／管理番号：１４／２７８，５８２      ページ２ 

審査部門：１７４３ 

 

詳細な審査結果 

Ｐｒｅ－ＡＩＡ又はＡＩＡ区分の通知 

 ２０１３年３月１６日以降に出願された本出願は、ＡＩＡの先発明者先願主義の規定に基づいて審査されてい

る。 

選択／限定 

 請求項１～７は、特許可能な製品に関するものである。ＭＰＥＰ§８２１．０４（ｂ）に定められた手続きに

従い、特許可能な製品を製造又は使用するプロセスに関する請求項１５～２０は、以前に限定要求の結果として

審理から除外されていたが、ここに再結合され、３７ＣＦＲ１．１０４に基づいて、特許性について完全に審査

される。 

 請求項１～７は、特許可能な製品に関するものである。ＭＰＥＰ§８２１．０４（ｂ）に定められた手続きに

従い、特許可能な製品を製造又は使用する装置に関する請求項８～１４は、以前に限定要求の結果として審理か

ら除外されていたが、ここに再結合され、３７ＣＦＲ１．１０４に基づいて、特許性について完全に審査される。 

 ３７ＣＦＲ１．１４２に基づいて以前に審理から除外された請求項に係る発明が再結合されたため、２０１５

年１１月４日に郵送された拒絶理由通知に記載されたグループＩ、ＩＩ及びＩＩＩ間の限定要件は、ここに撤回

される。再結合された発明に関する限定要件の撤回を考慮して、出願人は、継続出願又は分割出願で提示された

いずれかの請求項が、本出願で特許可能な請求項によって新規性を否定されるか、又はその全ての限定を含む場

合、そのような請求項は、本出願の請求項に対する暫定的な法定及び／又は非法定の二重特許拒絶の対象となり

得ることに留意されたい。 

 限定要求が撤回されると、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１２１の規定は適用されなくなる。Ｉｎ ｒｅ Ｚｉｅｇｌｅｒ，

４４３ Ｆ．２ｄ １２１１，１２１５，１７０ ＵＳＰＱ １２９，１３１－３２（ＣＣＰＡ１９７１）を参

照のこと。ＭＰＥＰ§８０４．０１も参照のこと。 

特許可能な主題 

 請求項１～２０は特許査定される。 

 以下は、特許査定可能な理由に関する審査官の陳述である。 
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 独立請求項１に関して、本願で請求されているガラスリボンを製造するための装置が、記録された先行

技術に対して新規性及び進歩性を有するとみなされる主な理由は、請求項１の主題に最も近い先行技術で

あるとみなされる先行技術Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ（記録のＵＳ２０１１／０２０９５０２）が、以下の構

成を備えているガラスリボンを製造するための装置（要約）を教示している一方で、 

 下流方向に沿って収束して底部（７０）を形成する一対の下方傾斜成形面部（６６ａ、６６ｂ）を含む成形用

楔体（６２）（図２、［００１６］参照）、一対の下方傾斜成形面部と交わっているエッジディレクタ（８０ａ、８

０ｂ）（図２、［００１７］参照）、底部及びエッジディレクタから下流に位置付けられた複数のエッジローラ（１

３０ａ、１３０ｂ）（図２、［００２１］及び［００２２］参照）であって、複数のエッジローラが、ガラスリボ

ン（１２）のエッジ部分と係合するように位置付けられている（図２及び［０００５］参照）、複数のエッジロー

ラ、エッジディレクタ（８０ａ、８０ｂ）の下のハウジングのポート内に取り外し可能に位置付けられた加熱カ

ートリッジ（１２０ａ）（図２～３、［００３６］参照）、 

 先行技術は、エンクロージャの底面に対して約９０°未満の角度で傾斜している熱誘導表面を有し、熱誘導表

面が、その面上に又はその面に隣接して位置付けられた少なくとも１つの加熱要素を備える、エンクロージャを

備える、加熱カートリッジであって、加熱カートリッジは、熱誘導表面がエッジディレクタに面するように配向

されており、熱誘導表面からの形態係数が、複数のエッジローラにおけるよりもエッジディレクタにおいて大き

い、加熱カートリッジを教示していない。 

 したがって、請求項１は、記録の先行技術に対して新規性及び進歩性を有するとみなされる。 

 請求項２～７に関して、それらは、請求項１に従属しており、したがって、それらもまた、記録の先行技術に

対して新規性及び進歩性を有するとみなされる。 

 独立請求項８に関して、本願で請求されているガラスリボンを形成するための装置で使用するための交換可能

な加熱カートリッジが、記録された先行技術に対して新規性及び進歩性を有するとみなされる主な理由は、請求

項８の主題に最も近い先行技術であるとみなされる先行技術Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ（記録のＵＳ２０１１／０２

０９５０２）が、エッジディレクタ（８０ａ、８０ｂ）の下のハウジングのポート内に取り外し可能に位置付け

られた加熱カートリッジ（１２０ａ）を含むガラスリボンを製造するための装置（図２～３、［００３６］参照）

を教示している一方で、 
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 先行技術は、エンクロージャの底面に対して約９０°未満の角度で傾斜している熱誘導表面を有し、熱誘導表

面が、その面上に又はその面に隣接して位置付けられた少なくとも１つの加熱要素を備える、エンクロージャを

備える、交換可能な加熱カートリッジを教示していない。 

 したがって、請求項８は、記録の先行技術に対して新規性及び進歩性を有するとみなされる。 

 請求項９～１４に関して、それらは、請求項８に従属しており、したがって、それらもまた、記録の先行技術

に対して新規性及び進歩性を有するとみなされる。 

 独立請求項１５に関して、本願で請求項に記載されているガラスリボンを製造する方法が、記録された先行技

術に対して新規性及び進歩性を有するとみなされる主な理由は、請求項１の主題に最も近い先行技術であるとみ

なされる先行技術Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ（記録のＵＳ２０１１／０２０９５０２）が、以下を含むガラスリボン

を製造する方法（要約）を教示している一方で、 

 一対の下方傾斜成形面部（６６ａ、６６ｂ）のうちの少なくとも１つと交わっているエッジディレクタ（８０

ａ）の上に溶融ガラスを流すステップ（図２、［００１６］参照）、溶融ガラスを成形用楔体（６２）の底部（７

０）から延伸して、ガラスリボン（１２）を形成するステップ（図２、［００１７］参照）、ガラスリボンのエッ

ジ部分を、底部及びエッジディレクタの下流に位置付けられた複数のエッジローラ（１３０ａ、１３０ｂ）と係

合するステップ（図２Ａ、［０００５］参照）、 

 先行技術は、ハウジング内のポートに位置する交換可能な加熱カートリッジであって、交換可能な加熱カート

リッジが、複数のエッジローラとエッジディレクタとの間に位置付けられ、交換可能な加熱カートリッジが、エ

ンクロージャの底面に対して約９０°未満の角度で傾斜している熱誘導表面を有するエンクロージャを備え、熱

誘導表面が、その面上に又はその面に隣接して位置付けられた少なくとも１つの加熱要素を備える、交換可能な

加熱カートリッジを用いてエッジディレクタを加熱することを教示していない。 

 したがって、請求項１５は、記録の先行技術に対して新規性及び進歩性を有するとみなされる。 

 請求項１６～２０に関して、それらは、請求項８に従属しており、したがって、それらもまた、記録の先行技

術に対して新規性及び進歩性を有するとみなされる。 
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審査部門：１７４３ 

 

 出願人が必要と考える意見は、発行手数料の支払いまでに提出される必要があり、処理の遅延を避けるために、

発行手数料と同時に提出することが望ましい。そのような提出物には、「特許査定理由の陳述に対する意見」と明

確にラベル付けする必要がある。 

意見への応答 

 ２０１６年２月１日に提出された、請求項１に関する出願人の意見は、十分に検討され、説得力があると認め

られており、備考を参照されたい。３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１０３に基づく請求項１の拒絶理由は撤回された。 

結論 

 本通知書又は審査官からの以前の通知書に関する問い合わせは、電話番号が（５７１）２７２－０３４７であ

るＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ．ＡＨＭＥＤ ＡＬＩまで連絡されたい。審査官には、通常、ＩＦＰ（月曜日～金曜日の

午前７時３０分～午後５時）に連絡を取ることができる。 

 電話で審査官に連絡が取れない場合、審査官の上司であるＪｏｓｅｐｈ Ｄｅｌ Ｓｏｌｅに５７１２７２１

１３０で連絡を取ることができる。この出願又は手続きが割り当てられている組織のファックス電話番号は、５

７１－２７３－８３００である。 

 出願の状況に関する情報は、特許出願情報検索（ＰＡＩＲ）システムから取得され得る。公開された出願の状

況情報は、Ｐｒｉｖａｔｅ ＰＡＩＲ又はＰｕｂｌｉｃ ＰＡＩＲのいずれかから取得され得る。未公開の出願

の状況情報は、Ｐｒｉｖａｔｅ ＰＡＩＲのみを通じて入手可能である。ＰＡＩＲシステムの詳細については、

ｈｔｔｐ：／／ｐａｉｒ－ｄｉｒｅｃｔ．ｕｓｐｔｏ．ｇｏｖを参照のこと。Ｐｒｉｖａｔｅ ＰＡＩＲシステ

ムへのアクセスについて質問がある場合はＥｌｅｃｔｒｏｎｉｃ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｃｅｎｔｅｒ（ＥＢＣ）

８６６－２１７－９１９７（フリーダイヤル）まで連絡されたい。ＵＳＰＴＯカスタマーサービス担当者による

サポート又は自動情報システムへのアクセスをご希望の場合は、８００－７８６－９１９９（米国又はカナダ）

又は５７１－２７２－１０００まで電話されたい。 

 

／ＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ ＡＨＭＥＤ ＡＬＩ／ 

審査官、審査部門 １７４３ 

 

／ＡＬＩＳＯＮ Ｌ ＨＩＮＤＥＮＬＡＮＧ／ 

主任審査官、審査部門 １７４４ 
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EAST検索履歴 

ＥＡＳＴＳｅａｒｃｈＨｉｓｔｏｒｙ．１４２７８５８２＿Ａｃｃｅｓｓｉｂｌｅ Ｖｅｒｓｉｏｎ．ｈｔｍ［５／４／２０１６ ３ ３２ ２８ ＰＭ］ 

ＥＡＳＴ検索履歴 

ＥＡＳＴ検索履歴（先行技術） 

 

参照 

# 

ヒッ

ト数 

検索クエリ DB デフォル

ト演算子 

複数 タイムス

タンプ 

S49 1 “14278582” US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/02 

 11:34 

S51 6862 (Heat$3 with cartridge) same (direct$3 

guid$3) 

US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/02 

 15:45 

S52 413 (glass same draw$3) and (form$3 with 

root) and (heat$3 same (direct$3 

guid$3)) 

US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/02 

 15:46 

S53 1 S51 and S52 US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/02 

 15:46 

S54 807 65/193,195,199,201.ccls. US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/02 

 15:47 

S55 1 S51 and S54 US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/02 

 15:47 

S56 1 ((Heat$3 with cartridge) same (direct$3 

guid$3)) and C03B17$3.cpc. 

US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/02 

 15:50 

S57 6 (Heat$3 with cartridge) and 

C03B17$.cpc. 

US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/02 

 15:51 

S58 99 (Heat$3 with cartridge) and ”65”$.ccls. US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/02 

 15:52 

S59 5 (Heat$3 with cartridge) and 

C03B17$.cpc. 

FPRS; 

 EPO; JPO 

OR ON 2016/05/02 

 17:37 

S60 54 (“1930999” | “20040007021” | 

“20040192526” | “20040220032” | 

“20050268657” | “20050268658” | 

“20070042883” | “20080120995” | 

“20090272151” | “20100064729” | 

“20100218559” | “20100240511” | 

“20110259538” | “20110287915” | 

“20110287916” | “20120004084” | 

“20120073103” | “20120090357” | 

“3334010” | “3338696” | “3456931” | 

“3682609” | “3763533” | “3847260” | 

“4216005” | “4283821” | “4352230” | 

“4397673” | “4459148” | “4487631” | 

“4577674” | “4577675” | “4669163” | 

“5097596” | “5257965” | “5307563” | 

“5483812” | “5484371” | “5709639” | 

“5765256” | “6685611” | “6716147 | 

“6896646” | “7507194” | “7624646” | 

“7781043” | “8002687” | 

“8024985”).PN.OR 

(“8549753”).URPN 

US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/02 

 17:39 

S61 1 “8176753”.pn. US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/02 

 17:50 

S62 3 KR adj “20110098631” FPRS; 

 DERWENT 

OR ON 2016/05/02 

 17:52 

S63 3 KR adj “20110098631” FPRS; 

 EPO; JPO 

 DERWENT 

OR ON 2016/05/02 

 17:53 

S64 3 KR adj “20110098631” FPRS; OR ON 2016/05/02 
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EAST検索履歴 

ＥＡＳＴＳｅａｒｃｈＨｉｓｔｏｒｙ．１４２７８５８２＿Ａｃｃｅｓｓｉｂｌｅ Ｖｅｒｓｉｏｎ．ｈｔｍ［５／４／２０１６ ３ ３２ ２８ ＰＭ］ 

 EPO; JPO 

 DERWENT  

 17:54 

S65 7 “44504542”.FMID. US-PGPUB; 

 USPAT; 

 FPRS 

OR ON 2016/05/02 

 17:54 

S66 2 CN adj “202272815” FPRS; 

 EPO; JPO 

 DERWENT 

OR ON 2016/05/02 

 17:58 

S67 3 “3451798”.pn. FPRS; 

 EPO; JPO 

 DERWENT 

OR ON 2016/05/02 

 17:59 

S68 1 “3451798”.pn. US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/02 

 17:59 

S69 33 (“3451798”).URPN. USPAT OR ON 2016/05/02 

 18:02 

S70 1 “7409839”.pn. US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/02 

 19:37 

S71 1 “3506429”.pn. US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/02 

 19:44 

S72 93 (((heat$3 with cartridge) same coil) and 

(glass same draw$3)) 

US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/02 

 19:59 

S73 230 ((heat$3 thermal$3) near3 (cartridge)) 

and (glass near3 sheet) 

US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/02 

 20:25 

S74 218 (((heat$3 thermal$3) near3 

(cartridge))).ti. 

US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/02 

 20:25 

S75 1 ((heat$3 thermal$3) near3 (cartridge)) 

and (glass near3 sheet) and (edge near3 

director) 

US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/02 

 20:25 

S76 12 ((heat$3 thermal$3) near3 (cartridge) 

same (coil)) and (glass near3 sheet) 

US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/03 

 10:49 

S77 1460 (glass and draw$3 and (heat with loss) 

and cartridge) 

US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/03 

 10:52 

S78 154 ((glass same draw$3) and (heat with 

loss) and cartridge) 

US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/03 

 10:52 

S83 4685 (Corning with Incorporated).as. US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/03 

 11:06 

S84 11 S83 and S77 US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/03 

 11:07 

S85 31 ((“FRANZEN”) near3 (“David”)).INV. US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/03 

 11:10 

S86 14 ((“GRZESIK”) near3 (“Paul”)).INV. US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/03 

 11:14 

S87 1 “14310665” US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/03 

 11:20 

S88 13 ((“KOCATULUM”) near3 

(“Bulent”)).INV. 

US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/03 

 11:26 

S89 3 “13482336” US-PGPUB; 

 USPAT; 

 USOCR 

OR ON 2016/05/03 

 11:48 

S90 18 (“20050190562” | “20090226733” | 

“3275820” | “3619159” | “3634058” | 

US-PGPUB; 

 USPAT; 

OR ON 2016/05/03 

 12:25 
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EAST検索履歴 

ＥＡＳＴＳｅａｒｃｈＨｉｓｔｏｒｙ．１４２７８５８２＿Ａｃｃｅｓｓｉｂｌｅ Ｖｅｒｓｉｏｎ．ｈｔｍ［５／４／２０１６ ３ ３２ ２８ ＰＭ］ 

“3697758” | “3773487” | “4334524” | 

“4949704” | “5931157” | “6258516” | 

“7250607”).PN.OR 

(“8141388”).URPN. 

 USOCR 

S91 2 “20110289967” US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/03 

 12:39 

S92 2 “20060242994” US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/03 

 12:46 

S93 2 “20100098906” US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/03 

 13:46 

S94 1 “14278582” US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/03 

 17:51 

S107 1 “14099270” US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/03 

 21:32 

 
ＥＡＳＴ検索履歴（抵触） 
 

参照 

# 

ヒッ

ト数 

検索クエリ DB デフォル

ト演算子 

複数 タイムス

タンプ 

S95 138 (glass same draw$3) and (form$3 with 

root) and (heat$3 near5 (direct$3 

guid$3)) 

US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/03 

 18:10 

S96 485 65/193,195,199,201.ccls. US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/03 

 18:11 

S97 570 (C03B17/064 C03B17/067 

C03B17/068).cpc. 

US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/03 

 18:12 

S98 70 S95 and S97 US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/03 

 18:12 

S99 17 (“20050190562” | “20090226733” | 

“3275820” | “3619159” | “3634058” | 

“3697758” | “3773487” | “4334524” | 

“4949704” | “5931157” | “6258516” | 

“7250607”).PN.OR 

(“8141388”).URPN. 

US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/03 

 18:13 

S100 28 (“20030076487” | “20050122025” | 

“20050166639” | “20060081009” | 

“20070005525” | “20070028681” | 

“20080300709” | “20090100873” | 

“20100218557” | “20120111055” | 

“3536463” | “3909226” | “4619681” | 

“5400131” | “6015619” | “6758064” | 

“6986268” | “7207193” | “7526463” | 

“7770414” | “7882049” | “7984625” | 

“8141388” | “8196431” | “8210001” | 

“8354616”).PN.OR 

(“8459062”).URPN. 

US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/03 

 18:13 

S101 28 S95 and S96 US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/03 

 18:14 

S102 13 (“1631805” | “20030121287” | 

“20060016219” | “20080264104” | 

“20090100873” | “3451798” | 

“3537834” | “3656929” | 

“7409839”).PN.OR 

(“8176753”).URPN. 

US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/03 

 18:15 

S103 24 (“2006/0016219”).URPN.  

 USPAT 

OR ON 2016/05/03 

 18:15 

S104 224 ((heat$3 thermal$3) near3 (cartridge)) 

and (glass near3 sheet) 

US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/03 

 18:16 

S105 1 S96 and S104 US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/03 

 18:17 

S106 5 S97 and S104 US-PGPUB; 

 USPAT 

OR ON 2016/05/03 

 18:17 

５／４／２０１６ ３：３２：２５ ＰＭ 

Ｃ：￥Ｕｓｅｒｓ￥ｍａｌｉ５￥Ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ￥ＥＡＳＴ￥Ｗｏｒｋｓｐａｃｅｓ￥１４２７８５８２．ｗｓｐ 
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受領日：２０１４年５月１５日  １４２７８５８２–ＧＡＵ：１７４３ 

ＳＰ１４－１２０ 

抹消線が引かれているものを除き、全ての参考文献が考慮された。／Ｍ．Ｋ．Ａ／ 

ＩＤＳ Ｃｏｖｅｒ Ａ．ｄｏｃ 

米国特許商標庁 

 

筆頭発明者： Ｒｅｎ Ｈｕａ Ｃｈｕｎｇ  

出願人： ＣＯＲＮＩＮＧ ＩＮＣＯＲＰＯＲＡＴＥ

Ｄ 

審査官：未定 

   

審査部門グループ：

未定 

シリアル番号：   

出願日：  確認番号：未定 

対象： エッジディレクタからの熱損失を低減する

ための方法及び装置 

 

 

３７Ｃ．Ｆ．Ｒ．§１．５６、１．９７－

１．９８に基づく情報開示陳述書 

 

Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎｅｒ ｆｏｒ Ｐａｔｅｎｔｓ 

Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ １４５０ 

Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ、ＶＡ ２２３１３－１４５０ 

 

拝啓 審査官殿： 

 

敬具 

 

本状にて、上記の特許出願の審査に関連してご検討いただくため、添付の用紙ＰＴ

Ｏ－１４４９に記載されている以下の参考文献にご注意願います。該当する場合、非米国特

許の写し一部を同封致します。 

本提出物は、調査が実施されたこと、又はより優れた先行技術が存在しないことを

示すものではなく、同封された文書の各々又は全てが「先行技術」を構成することを認める

ものでもありません。提出された文献のいずれかが米国法の下で「先行技術」を構成しない

と判断された場合、出願人は、かかる文献の適切な地位に関する関連する事実及び法律を特

許庁に提示する権利を留保します。 

出願人は、同封された参考文献のうちの１つ以上が本出願の特許請求の範囲に対し

て適用された場合、同封された参考文献に対する開示された発明の特許性を確立するため

に適切な措置を講じる権利を更に留保する。 

 

日付：＿＿２０１４年５月１５日＿＿＿ 敬具 

 

 
郵送又は送信証明書 

私はここに、この書類及び／又は手数料若しくは料金

の承認が、２０１４年５月１５日に、以下の方法によ

り、Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎｅｒ ｆｏｒ Ｐａｔｅｎ

ｔｓ、Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ １４５０、Ａｌｅｘａｎｄｒｉ

ａ、ＶＡ ２２３１３－１４５０に送信されているこ

とを証明する。 

 

Ｋｅｖｉｎ Ｍ Ａｂｌｅ 

出願人の弁理士／代理人 

登録番号５２４０１ 

Ｃｏｒｎｉｎｇ Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅ

ｄ 

Ｉｎｔｅｌｌｅｃｔｕａｌ Ｐｒｏｐｅｒ

ｔｙ Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ 

Ｍａｉｌ Ｓｔｏｐ：ＳＰ－ＴＩ－０３－１ 

Ｃｏｒｎｉｎｇ，ＮＹ １４８３１ 

６０７－９７４－２６３７ 

 

３７ＣＦＲ§１．６（ａ）（４）に基づく米国特許商

標庁の電子出願システム 

署名  

Ｊｕｌｉｅ Ｈｅｎｓｈａｗ 
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受領日：２０１４年５月１５日  １４２７８５８２–ＧＡＵ：１７４３ 

 

抹消線が引かれているものを除き、全ての参考文献が考慮された。／Ｍ．Ｋ．Ａ／ 

用紙ＰＴＯ－１４４９（修正

済み） 

代理人整理番号 シリアル番号 

出願人の情報開示陳述書に関

する特許及び刊行物のリスト 

ＳＰ１４－１２０  

筆頭発明者 

Ｒｅｎ Ｈｕａ Ｃｈｕｎｇ 

 出願日 グループ： 

   

参考文献指定  米国特許文献 
審査官のイ

ニシャル 

 
文献番号 日付 氏名 分類 細分類 

出願日 

必要に応じて 

 

ＡＡ 
８１７６７

５３ 

２０１２

年５月１

５日 

Ｋａｈｌｏ

ｕｔら 
６５ ９０  

 ＡＢ       

 ＡＣ       

 ＡＤ       

 ＡＥ       

 ＡＦ       

 ＡＧ       

 ＡＨ       

 ＡＩ       

 ＡＪ       

 ＡＫ       

外国特許文献 

 

 

文献番号 日付 国 分類 細分類 

翻訳 

はい 
いい

え 

 ＡＬ        

 ＡＭ        

 ＡＮ        

 ＡＯ        

 ＡＰ        

 ＡＱ        

その他の技術（著者、タイトル、日付、関連ページなどを含む） 

 ＡＲ  

 ＡＳ  

 ＡＴ  

 ＡＵ  

 ＡＶ  

 ＡＷ  

審査官：／ＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ ＡＨＭＥＤ ＡＬＩ／ 検討日：２０１６年５月３日 

審査官：引用文献がＭＰＥＰ６０９に準拠しているかどうかにかかわらず、考

慮された場合はイニシャルが記入される：準拠せず、かつ考慮されていない場

合、引用文献に抹消線が引かれる。この用紙の写しを出願人への次回の通知時

に含める。 
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 整理番号ＳＰ１４－１２０ 特許 

ＥＦＳ電子送信証明書  

私はここに、この書類が２０１６年２月１日にＵＳＰＴＯ 

ＥＦＳウェブ電子出願システムによって米国特許庁に送

信されていることを証明する。 

／Ｒｉｃｈ－Ｈｅｎｒｙ Ｓｃｈａｂｏｗｓｋｙ／ 

Ｒｉｃｈａｒｄ Ｈ．Ｓｃｈａｂｏｗｓｋｙ 

 

  

  

  

  

米国特許商標庁 

出願人 ： Ｃｈｕｎｇら 

シリアル番号 ： １４／２７８，５８２ 

出願日 ： ２０１４年５月１５日 

発明の名称 ： エッジディレクタからの熱損失を低減するための方法及び装置 

整理番号 ： ＳＰ１４－１２０ 

審査官 ： Ｍｏｈａｍｅｄ Ｋ．Ａｈｍｅｄ Ａｌｉ 

審査部門 ： １７４３ 

   

Ｍａｉｌ Ｓｔｏｐ Ａｍｅｎｄｍｅｎｔ 

Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎｅｒ ｆｏｒ Ｐａｔｅｎｔｓ 

Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ １４５０ 

Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ、ＶＡ ２２３１３－１４５０ 

   

補正及び応答 

 

本状は、２０１５年１１月４日の拒絶理由通知に応答して提出されるものである。本出願の再

考を謹んでお願い申し上げます。 

請求項のリストは、２ページから始まり、 

備考は、６ページから始まる。 
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出願／シリアル番号：１４／２７８，５８２ 

整理番号：ＳＰ１２－１２０ 

２ 

請求項のリスト 

 

 この請求項のリストは、本出願における請求項の全ての過去のバーション及びリストに取って代わるものであ

る： 

 

請求項の一覧： 

 

１．（原出願）ガラスリボンを製造するための装置であって、 

 下流方向に沿って収束して底部を形成する一対の下方傾斜成形面部を含む成形用楔体と、 

 前記一対の下方傾斜成形面部と交わっているエッジディレクタと、 

 前記底部及びエッジディレクタの下流に位置付けられた複数のエッジローラであって、前記複数のエッジロー

ラが、前記ガラスリボンのエッジ部分と係合するように位置付けられている、複数のエッジローラと、 

 前記成形用楔体、エッジディレクタ、及び前記複数のエッジローラを囲むハウジングと、 

 前記エッジディレクタの下の前記ハウジングのポート内に取り外し可能に位置付けられた加熱カートリッジと、

を備え、前記加熱カートリッジが、エンクロージャであって、前記エンクロージャの底面に対して約９０°未満

の角度で傾斜している熱誘導表面を有する、エンクロージャを備え、前記熱誘導表面が、その面上に又はその面

に隣接して位置付けられた少なくとも１つの加熱要素を備え、前記加熱カートリッジは、前記熱誘導表面が前記

エッジディレクタに面するように配向されており、前記熱誘導表面からの形態係数が、前記複数のエッジローラ

におけるよりも前記エッジディレクタにおいて大きく、前記加熱カートリッジの前記熱誘導表面及び前記底面の

下縁が、前記複数のエッジローラから前記エッジディレクタを熱的に遮蔽するように、前記エッジディレクタと

前記複数のエッジローラとの間に少なくとも部分的に位置付けられている、装置。 

 

２．（原出願）前記熱誘導表面の前記角度が、前記エンクロージャの前記底面に対して約４５°～約７５°である、

請求項１に記載の装置。 

 

３．（原出願）前記熱誘導表面が、前記エッジディレクタを少なくとも部分的に取り囲むように配向された複数の

ファセットを含む、請求項１に記載の装置。 
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出願／シリアル番号：１４／２７８，５８２ 

整理番号：ＳＰ１２－１２０ 

３ 

４．（原出願）前記複数のファセットが、中央ファセットと、前記中央ファセットの対向する両端上の２つの側面

ファセットと、を含み、前記中央ファセットに対する前記２つの側面ファセットの各々の間の最大角度が、約１

４５°～約１７５°である、請求項３に記載の装置。 

 

５．（原出願）前記熱誘導表面は、前記熱誘導表面が前記エッジディレクタを少なくとも部分的に取り囲むように、

曲面である、請求項１に記載の装置。 

 

６．（原出願）前記少なくとも１つの加熱要素が、細長い断面を有するコイルを含む、請求項１に記載の装置。 

 

７．（原出願）前記少なくとも１つの加熱要素が、二ケイ化モリブデン、白金、白金－ロジウム、及び鉄－クロム

－アルミニウム合金からなる群から選択される材料から形成されている、請求項６に記載の装置。 

 

８．（取り下げ）ガラスリボンを形成するための装置で使用するための交換可能な加熱カートリッジであって、前

記交換可能な加熱カートリッジが、 

 エンクロージャであって、前記エンクロージャの底面に対して約９０°未満の角度で傾斜している熱誘導表面

を有し、前記熱誘導表面が、その面上に又はその面に隣接して位置付けられた少なくとも１つの加熱要素を備え

る、エンクロージャと、 

 前記エンクロージャ内で前記熱誘導表面の背後に位置付けられた耐火性材料と、を備え、前記熱誘導表面から

の形態係数が、前記エンクロージャの前記底面の下よりも前記エンクロージャの前記底面の上で大きく、前記熱

誘導表面の下縁及び前記交換可能な加熱カートリッジの前記底面が、前記熱誘導表面の下のエリアから前記熱誘

導表面の上のエリアを熱的に遮蔽する、交換可能な加熱カートリッジ。 

 

９．（取り下げ）前記熱誘導表面の前記角度が、前記底面に対して約４５°～約７５°である、請求項８に記載の

交換可能な加熱カートリッジ。 

 

１０．（取り下げ）前記熱誘導表面が、複数のファセットを含む、請求項８に記載の交換可能な加熱カートリッジ。 
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出願／シリアル番号：１４／２７８，５８２ 

整理番号：ＳＰ１２－１２０ 

４ 

１１．（取り下げ）前記複数のファセットが、中央ファセットと、前記中央ファセットの対向する両端上の２つの

側面ファセットと、を含み、前記中央ファセットに対する前記２つの側面ファセットの各々の間の最大角度が、

約１４５°～約１７５°である、請求項１０に記載の交換可能な加熱カートリッジ。 

 

１２．（取り下げ）前記エンクロージャの前記底面に近接する前記熱誘導表面の前記中央ファセットから延在する

遮蔽部材を更に備える、請求項１１に記載の交換可能な加熱カートリッジ。 

 

１３．（取り下げ）前記熱誘導表面が、曲面を含む、請求項８に記載の交換可能な加熱カートリッジ。 

 

１４．（取り下げ）前記少なくとも１つの加熱要素が、二ケイ化モリブデン、白金、白金－ロジウム、及び鉄－ク

ロム－アルミニウム合金からなる群から選択される材料から形成されている、請求項８に記載の交換可能な加熱

カートリッジ。 

 

１５．（取り下げ）ガラスリボンを製造する方法であって、 

 成形用楔体の一対の下方傾斜成形面部の上に溶融ガラスを流すステップであって、前記一対の下方傾斜成形面

部が、下流方向に沿って収束して底部を形成する、流すステップと、 

 前記一対の下方傾斜成形面部のうちの少なくとも１つと交わっているエッジディレクタの上に前記溶融ガラス

を流すステップと、 

 前記溶融ガラスを前記成形用楔体の前記底部から延伸して、前記ガラスリボンを形成するステップと、 

 前記ガラスリボンのエッジ部分を、前記底部及びエッジディレクタの下流に位置付けられた複数のエッジロー

ラであって、前記複数のエッジローラが、ハウジングを通って延在する、複数のエッジローラと係合させるステ

ップと、 

 前記ハウジング内のポートに位置する交換可能な加熱カートリッジを用いて前記エッジディレクタを加熱する

ステップと、を含み、前記交換可能な加熱カートリッジが、前記複数のエッジローラと前記エッジディレクタと

の間に位置付けられており、前記交換可能な加熱カートリッジが、エンクロージャであって、前記エンクロージ

ャの底面に対して約９０°未満の角度で傾斜している熱誘導表面を有する、エンクロージャを備え、前記熱誘導

表面が、その面上に又はその面に隣接して位置付けられた少なくとも１つの加熱要素を備え、前記交換可能な加

熱カートリッジは、前記熱誘導表面が前記エッジディレクタに面するように配向されており、前記熱誘導表面か

らの形態係数が、前記複数のエッジローラにおけるよりも前記エッジディレクタにおいて大きく、前記交換可能

な加熱カートリッジの前記熱誘導表面及び前記底面の下縁が、前記複数のエッジローラから前記エッジディレク

タを熱的に遮蔽するように、前記エッジディレクタと前記複数のエッジローラとの間に少なくとも部分的に位置

付けられている、方法。 
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１６．（取り下げ）前記熱誘導表面の前記角度が、底面に対して約４５°～約７５°である、請求項１５に記載の

方法。 

 

１７．（取り下げ）前記熱誘導表面が、前記エッジディレクタを少なくとも部分的に取り囲むように配向された複

数のファセットを含む、請求項１５に記載の方法。 

 

１８．（取り下げ）前記複数のファセットが、中央ファセットと、前記中央ファセットの対向する両端上の２つの

側面ファセットと、を含み、前記中央ファセットに対する前記２つの側面ファセットの各々の間の最大角度が、

約１４５°～約１７５°である、請求項１７に記載の方法。 

 

１９．（取り下げ）前記熱誘導表面は、前記熱誘導表面が前記エッジディレクタを少なくとも部分的に取り囲むよ

うに、曲面を含む、請求項１５に記載の方法。 

 

２０．（取り下げ）前記交換可能な加熱カートリッジは、前記ガラスリボンが形成されているときに交換可能であ

る、請求項１５に記載の方法。 
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備考 

 

 請求項１～２０が、本出願において審査中である。請求項８～２０が、検討対象から取り下げられた。請求項

１～５及び７は、Ｆｉｌｉｐｐｏｖらの米国特許出願公開第２００８／０２８２７３６号（以下「Ｆｉｌｉｐｐ

ｏｖ参考文献」）を考慮したＥｌ Ｋａｈｌｏｕｔらの米国特許出願公開第２０１１／０２０９５０２号（以下

「Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献」）に対して特許性がないとして、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１０３（ａ）に基づいて拒

絶されている。請求項６は、Ｆｉｌｉｐｐｏｖ参考文献を考慮し、Ｏｖｅｒｍａｎの米国特許３，５０６，４２

９号（以下、「Ｏｖｅｒｍａｎ参考文献」）を更に考慮したＥｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献に対して特許性がない

として、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１０３（ａ）に基づいて拒絶されている。本書に記載された主張に鑑み、再審査を丁

重に要請致します。 

 

限定要求 

 

 請求項１～１９は、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１２１に基づく選択／限定要件の対象となる。特許庁は、３５Ｕ．Ｓ．

Ｃ．§１２１に基づき、以下の主張される発明のうちの１つの選択を要求している。 

 グループＩ： 請求項１～７、Ｃ０３Ｂ １７／０６４に分類される、ガラスリボンを製造するための装置に

関する。 

 グループＩＩ： 請求項８～１４、Ｃ０３Ｂ １７／０６８に分類される、ガラスリボンを形成するための装

置で使用するための交換可能な加熱カートリッジに関する。 

 グループＩＩＩ： 請求項１５～２０、Ｃ０３Ｂ １５／０２に分類される、ガラスリボンを製造する方法に

関する。 

 ２０１５年１０月２３日の審査官とＫｅｖｉｎ Ａｂｌｅとの間の電話会談で合意されたように、出願人は、

異議なく、請求項１～７に関するグループＩを暫定的に選択した。出願人は、ここに、異議なく、この選択を確

認する。 

 

３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１０３（ａ）に基づく拒絶 

 

 請求項に係る発明の一応の自明性を立証するために、全ての請求項の限定は、先行技術によって教示又は示唆

されていなければならない。Ｉｎ ｒｅ Ｒｏｙｋａ，４９０ Ｆ．２ｄ ９８１，１８０ Ｕ．Ｓ．Ｐ．Ｑ．

５８０（ＣＣＰＡ１９７４）。少なくとも以下に記載された理由により、出願人は、引用された参考文献が現在の

請求項のいずれも自明とするには至らないことを謹んで提出する。 
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１．Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献及びＦｉｌｉｐｐｏｖ参考文献に基づく請求項１～５及び７の拒絶 

 

 上記に記載されているように、請求項１～５及び７は、Ｆｉｌｉｐｐｏｖ参考文献を考慮したＥｌ Ｋａｈｌ

ｏｕｔ参考文献に対して特許性がないとして、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１０３（ａ）に基づいて拒絶されている。この

拒絶に対して、謹んで異議を申し立てる。 

 

 請求項１は、他の構成要素の中でも、エッジディレクタの下のハウジングのポート内に取り外し可能に位置付

けられた加熱カートリッジを含む、ガラスリボンを製造するための装置を記載している。請求項１は、エンクロ

ージャの底面に対して約９０°未満の角度で傾斜している熱誘導表面を有し、熱誘導表面が、その面上に又はそ

の面に隣接して位置付けられた少なくとも１つの加熱要素を備えている、エンクロージャを備えていることを更

に記載している。請求項１は、熱誘導表面がエッジディレクタに面するように加熱カートリッジが配向されてお

り、熱誘導表面からの形態係数が、複数のエッジローラにおけるよりもエッジディレクタにおいて大きく、加熱

カートリッジの熱誘導表面の下縁及び底面が、複数のエッジローラからエッジディレクタを熱的に遮蔽するため

に、エッジディレクタと複数のエッジローラとの間に少なくとも部分的に位置付けられていることを記載してい

る。熱誘導表面の角度及び交換可能な加熱カートリッジの配向は、周囲環境への熱の損失を最小限に抑えてエッ

ジディレクタに向かって、かつエッジディレクタ上に熱を誘導するように構成され得、それによって、エッジデ

ィレクタを、溶融ガラスの失透温度を上回る温度に維持し、したがって、ガラスの失透を軽減する。交換可能な

加熱カートリッジはまた、エッジディレクタをより低温のエッジローラから熱的に隔離及び遮蔽するための遮蔽

体としても機能し、それによって、エッジディレクタからエッジローラへの熱伝達を防止する。交換可能な加熱

カートリッジは、延伸操業の終了まで待つのではなく、延伸操業中に交換又はアップグレードされ、それによっ

て、生産損失及び設備のダウンタイムを低減することができる。 

 

 特許庁は、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献が、エッジディレクタの下のハウジングのポート内に取り外し可能

に位置付けられた「加熱カートリッジ」（１２０ａ）を開示していると主張している。特許庁は、Ｅｌ Ｋａｈ

ｌｏｕｔ参考文献が、主張された「加熱カートリッジ」（１２０ａ）がエンクロージャを含むことを開示してい

ないことを認めている。しかしながら、審査官は、安全性を提供し、事故を最小限に抑える目的で、ヒーターを

取り囲む箱をエンクロージャとして有することは、本発明が出願された時点で当業者には明らかであったであろ

うと主張している。特許庁は、その「エンクロージャ」が、エンクロージャの底面に対して約９０°未満の角度

で含まれる熱誘導表面（すなわち、ヒーター（１７０ｂ）を取り囲む箱の右側）を有し、熱誘導表面が、その面

上に又はその面に隣接して位置付けられた少なくとも１つの加熱要素（１７０ｂ）を含み、「加熱カートリッ

ジ」は、熱誘導表面がエッジディレクタに面するように配向されていると主張している。 
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 出願人は、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献が、ハウジング内に取り外し可能に位置付けられている加熱カート

リッジの請求項に係る要素に関して記載していないことを主張する。加えて、出願人は、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ

参考文献が、エンクロージャの底面に対して約９０°未満の角度で傾斜している熱誘導表面を有し、熱誘導表面

が、その面上に又はその面に隣接して位置付けられた少なくとも１つの加熱要素を備えている、エンクロージャ

を有する、加熱カートリッジを記載していないことを主張する。 

 

 冒頭に、出願人は、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔが第１の熱遮蔽体（１２０ａ）が、特許庁の主張に反して、本出願

の交換可能な加熱カートリッジと等価ではないことを主張している。Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献には、第１

の熱遮蔽体（１２０ａ）が、請求項１に記載の加熱カートリッジのエンクロージャの一部であることは示されて

いない。実際、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献の第１の熱遮蔽体（１２０ａ）は、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文

献に開示されている、いかなる加熱デバイスからも完全に独立したスタンドアロンの要素である。 

 

 更に、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献の第１の熱遮蔽体が、請求項１に記載の加熱カートリッジのエンクロー

ジャの一部ではないため、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献は、独立請求項１に記載されているように、第１の熱

遮蔽体が、エンクロージャの底面に対して約９０°未満の角度で配向されている熱誘導表面を有すること、熱誘

導表面が、その面上に又はその面に隣接して位置付けられた少なくとも１つの加熱要素を含むこと、及び加熱カ

ートリッジの熱誘導表面がエッジディレクタに面するように配向されることを開示、教示、又は適切に示唆する

ことができない。 

 

 Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献は、第１の熱遮蔽体（１２０ａ）上に位置し得る加熱デバイス（１７０ｂ）を

開示しているように見えるが、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献の説明のその記載部分は、加熱デバイス（１７０

ｂ）が取り外し可能な加熱カートリッジの一部であること、及び加熱デバイス（１７０ｂ）の熱誘導表面の配向

に関して完全に記載していない。 

  

000100Petitioner Ex 1002 100



出願／シリアル番号：１４／２７８，５８２ 

整理番号：ＳＰ１２－１２０ 

９ 

Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献はまた、そこに説明された加熱デバイス又は第１の熱遮蔽体のうちのいずれかに

対する加熱デバイスの加熱要素の場所に関しても、完全に記載していない。 

 

 更に、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献の図面（例えば、図３）は、特定の方向に熱を誘導することが企図され

ていない様々な加熱デバイス構築物（１７０ａ～ｃ）を図示する。代わりに、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献の

加熱デバイス（１７０ａ～ｃ）は、本質的に、加熱カートリッジのエンクロージャに対する特定の配向を有する

熱誘導表面は言うまでもなく、熱誘導表面を含まない無指向性加熱要素として示されている。 

 

 したがって、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献は、請求項１に記載されているように、ハウジング内に取り外し

可能に位置付けられている加熱カートリッジの請求項に係る要素を開示、教示、又は適切に示唆していない。加

えて、出願人は、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献が、エンクロージャの底面に対して約９０°未満の角度で傾斜

している熱誘導表面を含むエンクロージャを有し、熱誘導表面が、その面上に又はその面に隣接して位置付けら

れた少なくとも１つの加熱要素を含む、加熱カートリッジであって、熱誘導表面がエッジディレクタに面するよ

うに加熱カートリッジが配向されている、加熱カートリッジの請求項に係る要素を記載していないと主張する。 

 

 Ｆｉｌｉｐｐｏｖ参考文献は、成形用楔体、エッジディレクタ、及び複数のプルローラを囲むハウジングを教

示するものとして限定的に引用されている。しかしながら、Ｆｉｌｉｐｐｏｖ参考文献は、ハウジング内に取り

外し可能に位置付けられている加熱カートリッジの請求項に係る要素を教示するもの又は適切に示唆するものと

して引用されておらず、かつそれを教示又は適切に示唆していない。加えて、出願人は、Ｆｉｌｉｐｐｏｖ参考

文献が、エンクロージャの底面に対して約９０°未満の角度で傾斜している熱誘導表面を含むエンクロージャを

有し、熱誘導表面が、その面上に又はその面に隣接して位置付けられた少なくとも１つの加熱要素を含む、加熱

カートリッジであって、熱誘導表面がエッジディレクタに面するように加熱カートリッジが配向されている、加

熱カートリッジの請求項に係る要素を記載していないと主張する。このように、Ｆｉｌｉｐｐｏｖ参考文献は、

独立請求項１に記載されているように、ハウジング内に取り外し可能に位置付けられている加熱カートリッジで

あって、加熱カートリッジが、エンクロージャの底面に対して約９０°未満の角度で傾斜している熱誘導表面を

含むエンクロージャを有し、熱誘導表面が、その面上に又はその面に隣接して位置付けられた少なくとも１つの

加熱要素を含み、熱誘導表面がエッジディレクタに面するように加熱カートリッジが配向されている、加熱カー

トリッジを教示又は適切に示唆することにおけるＥｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献の欠陥を解消することには至っ

ていない。 
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 したがって、出願人は、個別に又は任意の組み合わせで採用されたＥｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献及びＦｉｌ

ｉｐｐｏｖ参考文献が、独立請求項１の各々及び全ての要素を開示、教示、又は適切に示唆することに至ってい

ないことを主張する。したがって、請求項１並びにそれに従属する請求項２～５及び７は、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕ

ｔ参考文献及びＦｉｌｉｐｐｏｖ参考文献に対して特許性がある。請求項１～５及び７の拒絶の取り下げ及び再

検討を謹んで要求する。 

 

２．Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献、Ｆｉｌｉｐｐｏｖ参考文献、及びＯｖｅｒｍａｎ参考文献に基づく請求項

６の拒絶 

 

 上記に記載されているように、請求項６は、Ｆｉｌｉｐｐｏｖ参考文献を考慮し、Ｏｖｅｒｍａｎ参考文献を

更に考慮したＥｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献に対して特許性がないとして、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１０３（ａ）に基

づいて拒絶されている。 

 

 請求項６は、独立請求項１に従属している。請求項１に関して上記に説明されたように、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕ

ｔ参考文献は、独立請求項１に記載されているように、ハウジング内に取り外し可能に位置付けられている、請

求項に係る加熱カートリッジであって、加熱カートリッジが、エンクロージャの底面に対して約９０°未満の角

度で傾斜している熱誘導表面を有するエンクロージャを含み、熱誘導表面が、その面上に又はその面に隣接して

位置付けられた少なくとも１つの加熱要素を含み、熱誘導表面がエッジディレクタに面するように加熱カートリ

ッジが配向されている、加熱カートリッジを開示、教示、又は適切に示唆していない。 

 

 更に、Ｆｉｌｉｐｐｏｖ参考文献は、独立請求項１に記載されているように、ハウジング内に取り外し可能に

位置付けられている加熱カートリッジであって、加熱カートリッジが、エンクロージャの底面に対して約９０°

未満の角度で傾斜している熱誘導表面を有するエンクロージャを含み、熱誘導表面が、その面上に又はその面に

隣接して位置付けられた少なくとも１つの加熱要素を含み、熱誘導表面がエッジディレクタに面するように加熱

カートリッジが配向されている、加熱カートリッジを教示又は適切に示唆することにおけるＥｌ Ｋａｈｌｏｕ

ｔ参考文献の欠陥を解消することには至っていない。 
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 Ｏｖｅｒｍａｎ参考文献は、細長い断面を有するコイルを含む加熱要素を教示するものとして限定的に引用さ

れている。しかしながら、Ｏｖｅｒｍａｎ参考文献は、ハウジング内に取り外し可能に位置付けられている加熱

カートリッジであって、加熱カートリッジが、エンクロージャの底面に対して約９０°未満の角度で傾斜してい

る熱誘導表面を有するエンクロージャを含み、熱誘導表面が、その面上に又はその面に隣接して位置付けられた

少なくとも１つの加熱要素を含み、熱誘導表面がエッジディレクタに面するように加熱カートリッジが配向され

ている、加熱カートリッジを教示又は適切に示唆するものとして引用されておらず、それを教示又は適切に示唆

していない。このように、Ｏｖｅｒｍａｎ参考文献は、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献及びＦｉｌｉｐｐｏｖ参

考文献の欠陥を解消するには至っていない。 

 

 したがって、出願人は、個別に又は任意の組み合わせで採用されたＥｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献、Ｆｉｌｉ

ｐｐｏｖ参考文献、及びＯｖｅｒｍａｎ参考文献が、請求項６が従属する独立請求項１の各々及び全ての要素を

開示、教示、又は適切に示唆することに至っていないことを主張する。したがって、Ｆｉｌｉｐｐｏｖ参考文献

及びＯｖｅｒｍａｎ参考文献と組み合わせて採用されたＥｌ Ｋａｈｌｏｕｔ参考文献に対して特許性を有する。

請求項６の拒絶の取り下げ及び再検討を謹んで要求する。 

 

結論 

 

 上記の備考を考慮して、出願人は、出願が現在特許査定される条件にあることを謹んで主張する。審査官は、

形式的な事項を効率的に解決するために、又は本願若しくは本応答のあらゆる態様を議論するために、下記署名

者に連絡することを推奨される。 

さもなければ、特許可能な主題の早期通知を謹んで要求する。 

 

敬具 

 

／Ｒｉｃｈ－Ｈｅｎｒｙ Ｓｃｈａｂｏｗｓｋｙ／ 

Ｒｉｃｈａｒｄ Ｈｅｎｒｙ Ｓｃｈａｂｏｗｓｋｙ 

登録番号６８，８２９ 

譲受人の代理人 

ＤＩＮＳＭＯＲＥ＆ＳＨＯＨＬ ＬＬＰ 

Ｓｕｉｔｅ １９００ 

２５５ Ｅａｓｔ Ｆｉｆｔｈ Ｓｔｒｅｅｔ 

Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ、Ｏｈｉｏ ４５２０２ 

（５１３）９７７－８２９６ 
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PTOL-90A(Rev.04/07) 

 

米国特許商標庁  
 米国商務省 

米国特許商標庁 

宛先：ＣＯＭＭＩＳＳＩＯＮＥＲ ＦＯＲ ＰＡＴＥＮＴＳ 

Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ １４５０ 

Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ、Ｖｉｒｇｉｎｉａ ２２３１３－１４５０ 

ｗｗｗ．ｕｓｐｔｏ．ｇｏｖ 

 
出願番号 出願日 筆頭発明者 代理人整理番号 確認番号 

１４／２７８，５８

２ 

２０１４年５月１５

日 

ＲＥＮ ＨＵＡ ＣＨＵＮＧ ＳＰ１４－１２０ ２８３６ 

     

   審査官 

２２９２８ ７５９０ ２０１５年１１月４日 

ＣＯＲＮＩＮＧ ＩＮＣＯＲＰＯ
ＲＡＴＥＤ 
ＳＰ－ＴＩ－３－１ 
ＣＯＲＮＩＮＧ、ＮＹ １４８３１ 

 ＡＨＭＥＤ ＡＬＩ、ＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ 

   

 審査部門 書類番号 

 １７４３  

   通知日 送達方法 

   ２０１５年１１月４日 電子 

     

     

下記及び／又は添付のとおり、本出願又は手続きに関する特許庁からの通知書がございます。 
 
応答期間がある場合は、添付の通知書に記載されている。 
 
特許庁の通知書の通知は、上記に示される「通知日」に以下の電子メールアドレスに電子的に送信さ
れた。 
ｕｓｄｏｃｋｅｔ＠ｃｏｒｎｉｎｇ．ｃｏｍ 
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米国特許商標庁 

ＰＴＯＬ－３２６（Ｒｅｖ．１１－１３） 拒絶理由通知の概要 書類番号の一部／郵送日 ２０１５１０２４ 

拒絶理由通知の概要 

出願番号 

１４／２７８，５８２ 

出願人 

ＣＨＵＮＧら 

審査官 

ＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ．ＡＨＭ

ＥＤ ＡＬＩ 

審査部門 

１７４３ 

ＡＩＡ（先発明者先願主義）

区分 

はい 

 

－－本通知書の郵送日は、連絡先住所とともに表紙に記載されている－－ 

応答期間 

 応答のための短縮された法定期間は、この通知書の郵送日から３か月で満了するように設定されている。 

－期間の延長は、３７ＣＦＲ１．１３６（ａ）の規定に基づいて利用可能な場合がある。ただし、いかなる場合も、この通知書の郵送日から６か月後に応答を適時に提出す

ることはできない。 

－上記の応答期間が指定されていない場合、最大法定期間が適用され、本通知書の郵送日から６か月で満了することになる。 

－定められた応答期間又は延長された応答期間内に応答しなかった場合、法律により、出願は放棄されたものとみなされる（３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１３３）。 

本通知書の郵送日から３か月後に特許庁によって受領された応答は、適時に提出された場合であっても、得られる特許期間調整を減らす可能性がある。３７Ｃ

ＦＲ１．７０４（ｂ）を参照のこと。 

状況 

１） ２０１４年５月１５日に提出された通知書に対する応答。 

     □３７ＣＦＲ１．１３０（ｂ）に基づく宣言書／宣誓供述書は、＿＿＿＿＿に提出された。 

２ａ）□本処分は最終処分である。２ｂ） 本処分は最終処分ではない。 

３）□＿＿＿＿の面接中に提示された限定要求に応じて、出願人によって選択が行われた。限定要求及び選択は、本処分に取
り込まれている。 

４）□本出願は、形式的な事項を除いて特許査定可能な状態にあるため、Ｅｘ ｐａｒｔｅ Ｑｕａｙｌｅ，１９３５ Ｃ．

Ｄ．１１，４５３ Ｏ．Ｇ．２１３に基づく慣行に従って、実体審査は終了する。 

請求項の処分＊ 

５） 請求項１～２０は、本出願において審査中である。 

   ５ａ）上記の請求項のうち、請求項８～２０は、審査対象から取り下げられる。 

６）□請求項＿＿＿＿は、特許性がある。 

７） 請求項１～７は、拒絶されている。 

８）□請求項＿＿＿＿は、異議を申し立てられている。 

９）□請求項＿＿＿＿は、限定及び／又は選択要求の対象となる。 

＊いずれかの請求項が特許可能であると決定された場合、出願人は、対応する出願について、参加する知的財産権庁の特許審査ハ

イウェイプログラムの恩恵を受ける資格がある可能性がある。詳細については、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｕｓｐｔｏ．ｇｏｖ／ｐ
ａｔｅｎｔｓ／ｉｎｉｔ＿ｅｖｅｎｔｓ／ｐｐｈ／ｉｎｄｅｘ．ｊｓｐを参照するか、又はＰＰＨｆｅｅｄｂａｃｋ＠ｕｓｐｔｏ．

ｇｏｖまで連絡されたい。 

出願書類 

１０）□明細書は審査官によって異議を申し立てられている。 

１１） ２０１４年５月１５日に提出された図面は、審査官によって、ａ） 受理された、又はｂ）□異議を申し立てられて

いる。 

出願人は、図面に対するいかなる異議も保留することを要求することはできない。３７ＣＦＲ１．８５（ａ）を参照のこ

と。 

図面に異議が申し立てられた場合、補正を含む差し替え図面用紙が必要である。Ｃ３７ＣＦＲ１．１２１（ｄ）を参照の

こと。 

３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９に基づく優先権 

１２）□３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９（ａ）～（ｄ）又は（ｆ）に基づく外国優先権の主張が承認される。 

認証謄本： 

ａ）□全て ｂ）□一部＊＊ ｃ）□なし： 

１．□優先権書類の認証謄本を受領した。 

２．□優先権書類の認証謄本を出願番号＿＿＿＿＿＿＿＿において受領した。 

３．□優先権書類の認証謄本の写しを、国際事務局（ＰＣＴ規則１７．２（ａ））からこの国内段階出願において受領

した。 

＊＊受領されていない認証謄本のリストについては、添付の詳細な拒絶理由通知を参照のこと。 

 

 

添付書類 

 

１） 引用文献の通知（ＰＴＯ－８９２） ３）□面接概要（ＰＴＯ－４１３） 

   書類番号／郵送日＿＿＿＿＿＿。 

２） 情報開示陳述書（ＰＴＯ／ＳＢ／０８ａ及び／又はＰＴＯ

／ＳＢ／０８ｂ） 

書類番号／郵送日２０１４年５月１５日。 

４）□その他：＿＿＿＿＿＿。 
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出願／管理番号：１４／２７８，５８２      ページ２ 

審査部門：１７４３ 

 

詳細な審査結果 

 

Ｐｒｅ－ＡＩＡ又はＡＩＡ区分の通知 

 

 ２０１３年３月１６日以降に出願された本出願は、ＡＩＡの先発明者先願主義の規定に基づいて審査されてい

る。 

 

選択／限定 

 

 以下の発明のうちの１つに対する限定が、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１２１に基づいて要求されている： 

 Ｉ．請求項１～７は、Ｃ０３Ｂ１７／０６４に分類される、ガラスリボンを製造するための装置に関する。 

 ＩＩ．請求項８～１４は、Ｃ０３Ｂ １７／０６８に分類される、ガラスリボンを形成するための装置で使用

するための交換可能な加熱カートリッジに関する。 

 ＩＩＩ．請求項１５～２０は、Ｃ０３Ｂ１５／０２に分類される、ガラスリボンを製造するための方法に関す

る。 

発明は、以下の理由により、互いに区別されている。 

 発明Ｉ及びＩＩは、組み合わせ及び部分組み合わせとして関連している。この関係における発明は、（１）請求

項に係る組み合わせが、特許性のために請求項に係る部分組み合わせの細部を必要としないこと、及び（２）部

分組み合わせがそれ自体又は他の組み合わせで有用性を有することを示されることができる場合、区別される（Ｍ

ＰＥＰ§８０６．０５（ｃ））。本発明の場合、発明Ｉは、エンクロージャ内で熱誘導表面の背後に位置付けられ

た耐火性材料を必要としないため、請求項に係る組み合わせは、請求項に係る部分組み合わせの細部を必要とし

ない。部分組み合わせは、材料を硬化させるための可動ヒーターなどの別個の有用性を有する。 

 審査官は、組み合わせ発明と部分組み合わせ発明との間の限定を要求している。 

出願人が部分組み合わせを選択し、それに対する請求項がその後特許可能であると判断された場合、特許可能な

部分組み合わせの全ての限定に従属するか、又は別様にそれらを必要とする任意の請求項は、３７ＣＦＲ１．１

０４に従って特許性について審査されることになる。ＭＰＥＰ§８２１．０４（ａ）を参照のこと。出願人は、

継続出願又は分割出願で提示されたいずれかの請求項が、本出願で特許可能な請求項によって新規性を否定され

るか、又はその全ての限定を含む場合、そのような請求項は、本出願の請求項に対する暫定的な法定及び／又は

非法定の二重特許拒絶の対象となり得ることに留意されたい。 

  

000106Petitioner Ex 1002 106



出願／管理番号：１４／２７８，５８２      ページ３ 

審査部門：１７４３ 

 

 発明ＩＩＩ、Ｉ、及びＩＩは、その実施のためのプロセス及び装置として関連している。発明は、以下のいず

れかを示すことができる場合、区別される。（１）請求項に係るプロセスが、別の実質的に異なる装置によって、

若しくは手作業によって実施され得るか、又は（２）請求項に係る装置が、別の実質的に異なるプロセスを実施

するために使用され得る。（ＭＰＥＰ§８０６．０５（ｅ））。この場合、発明ＩＩＩは、エンクロージャ内で熱誘

導表面及び一対の下方傾斜成形面部の背後に位置付けられた耐火性材料を必要としない。 

 本処分に記載されている全てのこれらの発明は、上記の理由で独立しているか、又は異なり、以下の理由のう

ちの１つ以上が当てはまるため、限定が要求されなかった場合、重大な検索及び／又は審査の負担が生じるため、

示される審査目的の限定は、適切である。 

 検索クエリが、異なる分類に分類される異なる発明ごとに異なることになる。 

 出願人は、この要件に対する応答が完全であるためには、（ｉ）要求に異議を申し立てる可能性がある場合で

も、審査される発明の選択（３７ＣＦＲ１．１４３）、及び（ｉｉ）選択された発明を包含する請求項の識別を含

まなければならないことに留意されたい。 

 発明の選択は、異議の有無にかかわらず、行われ得る。請願する権利を留保するためには、異議の申し立てと

ともに選択が行われる必要がある。応答が限定要求における予期される誤りを明確かつ具体的に指摘していない

場合、選択は、異議なしの選択として扱われるものとする。異議の申し立ては、適時とみなされるためには、選

択時に提示されなければならない。要求に適時に異議を申し立てないことは、３７ＣＦＲ１．１４４に基づく請

願権の喪失をもたらすことになる。請求項が選択後に追加された場合、出願人は、これらの請求項のうちのどれ

が選択された発明に該当するかを示さなければならない。 

 発明が特許的に区別されていないという理由で出願人が異議を申し立てる場合、出願人は、その発明が自明な

変形であることを示す記録上の証拠を提出若しくは特定するか、又は記録上でその旨を明確に認めるべきである。

いずれの場合も、審査官が先行技術に対して発明のうちの１つが特許性を有していないと判断した場合、証拠又

は承認は、他の発明の３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１０３又はｐｒｅ－ＡＩＡ ３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１０３（ａ）に基づく拒

絶で使用される可能性がある。 
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出願／管理番号：１４／２７８，５８２      ページ４ 

審査部門：１７４３ 

 

 ２０１５年１０月２３日に出願人の代理人Ｋｅｖｉｎとの電話会談中に、異議なく、請求項１～７のＩの発明

を審査するための仮選択が行われた。この選択の確認が、この拒絶理由通知に対する応答において出願人によっ

て行われなければならない。請求項８～２０は、非選択の発明に関するものとして、審査官による更なる検討か

ら取り下げられた、３７ＣＦＲ１．１４２（ｂ）。 

 

注記 

 

 審査官は、請求項１～６が装置を対象とし、したがって、そのよう条件下で審査されることになることを出願

人に指摘することを望む。加工される材料又は装置を使用するプロセスは、意図される使用の列挙とみなされ、

請求項に係る装置に構造が追加された場合のみ、特許査定可能な重みが与えられる（更なる詳細については、Ｍ

ＰＥＰ ２１１４ Ｒ１－２１１５ Ｒ２を参照してください）。 

 例えば、請求項１は、「下流方向に沿って収束して底部を形成する」、及び「エッジディレクタを複数のエッジ

ローラから熱的に遮蔽する」と記載しており、そのような記載は意図される使用の記載とみなされる。 

 

請求項の拒絶－３５ ＵＳＣ§１０３ 

 

 以下は、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１０３の引用であり、この拒絶理由通知に記載されている全ての進歩性拒絶の根拠

を形成している。 

 

請求項に係る発明は、このタイトルの第１０２条に規定するように、請求項に係る発明が完全に開示され

ていなくても、請求項に係る発明と先行技術との間の差異が、請求項に係る発明の有効出願日前に、請求

項に係る発明が属する技術分野の当業者にとって自明であったならば、特許を取得することはできない。

特許性は、発明がなされた方法によって否定されるものではない。 

 

 Ｇｒａｈａｍ ｖ．Ｊｏｈｎ Ｄｅｅｒｅ Ｃｏ．，３８３ Ｕ．Ｓ．１，１４８ ＵＳＰＱ ４５９（１９６

６）に記載されている事実認定は、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１０３に基づく進歩性を決定するための背景を確立するた

めに適用され、以下のように要約される。 

 １．先行技術の範囲及び内容を決定する。 

 ２．先行技術と係争中の請求項との間の差異を確認する。 

 ３．当業者の技術水準を確定する。 
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出願／管理番号：１４／２７８，５８２      ページ５ 

審査部門：１７４３ 

 

 ４．出願に存在する自明性又は非自明性を示す客観的証拠を考慮する。 

 請求項１～５及び７は、Ｆｉｌｉｐｐｏｖ（ＵＳ２００８／０２８２７３６）を考慮したＥｌ Ｋａｈｌｏｕ

ｔ（ＵＳ２０１１／０２０９５０２）対して特許性がないとして、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１０３に基づいて拒絶され

ている。 

 請求項１に関して、 

 Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔは、以下を備える、ガラスリボンを製造するための装置を教示している。 

 下流方向に沿って収束して底部（７０）を形成する一対の下方傾斜成形面部（６６ａ、６６ｂ）を含む成形用

楔体（６２）（図２、［００１６］参照）、一対の下方傾斜成形面部と交わっているエッジディレクタ（８０ａ、８

０ｂ）（図２、［００１７］参照）、底部及びエッジディレクタから下流に位置付けられた複数のエッジローラ（１

３０ａ、１３０ｂ）（図２、［００２１］及び［００２２］参照）であって、複数のエッジローラが、ガラスリボ

ン（１２）のエッジ部分と係合するように位置付けられている（図２及び［０００５］参照）、複数のエッジロー

ラ、 

 エッジディレクタ（８０ａ、８０ｂ）の下のハウジングのポート内に取り外し可能に位置付けられた加熱カー

トリッジ（１２０ａ）（図２～３、［００３６］参照）。 

 更に、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔは、エンクロージャを備える加熱カートリッジを明示的に教示していないが、安

全性を提供し、事故を最小限に抑える目的で、ヒーターを取り囲む箱をエンクロージャとして有することは、本

発明が出願された時点で当業者には明らかであったであろう。 

 Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔは、エンクロージャが、エンクロージャの底面に対して約９０°未満の角度で傾斜して

いる（すなわち、ヒーターを取り囲む箱の底側が箱の底部に対して垂直である、図３参照）熱誘導表面（すなわ

ち、箱の右側がヒーター（１７０ｂ）を取り囲んでいる、図３参照）を有し、熱誘導表面が、その面上に又はそ

の面に隣接して位置付けられた少なくとも１つの加熱要素（１７０ｂ）を含み（図３及び［００３５］参照）、加

熱カートリッジは、熱誘導表面がエッジディレクタに面するように配向されている（すなわち、アセンブリ（１

２０ａ）が、エッジディレクタ（８０ａ）に隣接して位置付けられている、図３参照）ことを更に教示し、 

 更に、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔは、エッジディレクタに対して熱遮蔽体を回転又は並進させることによって様々

な形態係数を得ることができ、エッジディレクタに対する距離及び角度を調整するのに役立つことができるため、

複数のエッジローラにおけるよりもエッジディレクタにおいて熱誘導表面からの形態係数が大きいことが予想さ

れる（［００３６］参照）ことを教示している。 
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出願／管理番号：１４／２７８，５８２      ページ６ 

審査部門：１７４３ 

 

 更に、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔは、熱誘導表面の下縁（１２４）及び加熱カートリッジの底面が、エッジディレ

クタ（８０ａ、８０ｂ）と複数のエッジローラ（３２ａ、１３２ｂ）との間に少なくとも部分的に位置付けられ、

エッジディレクタを複数のエッジローラから熱的に遮蔽する（図３、［００３３］及び［００３８］参照）ことを

教示している。 

 Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔは、成形用楔体、エッジディレクタ、及び複数のエッジローラを囲むハウジングを教示

していない。 

 ガラスを形成する、同じ分野の試みにおいて、Ｆｉｌｉｐｐｏｖは、ガラスシートを形成するための装置が、

成形用楔体、成形用楔体の底部、及び成形用楔体を囲むハウジング（４０）、エッジディレクタ（３４２ａ）、及

び複数のプルローラ（３８）を備えることを教示している（図７及び要約参照）。 

 したがって、本発明が出願された時点で当業者には、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔによって教示されるガラスリボン

を製造するための装置を、事故からガラスを保護し、汚染物質の存在を避ける目的で、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔに

よって教示されるハウジング（４０）を用いて修正したことは自明であったであろう。 

 請求項２に関して、 

 Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔは、ガラスシートを製造するための装置であって、ヒーター（１７０ｂ）が、矢印（１

４０ａ、１４１ａ、１４３ａ）によってそれぞれ示されるように、垂直方向、水平方向に対してエッジディレク

タに対して回転及び／又は並進することができ、そのような回転又は並進が、所望の様式でエッジディレクタに

熱を誘導するためにエッジディレクタに対する距離及び／又は角度を調整するのに役立つことができる、装置を

更に教示している（図２、［００３７］参照）。 

  

000110Petitioner Ex 1002 110



出願／管理番号：１４／２７８，５８２      ページ７ 

審査部門：１７４３ 

 

 Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔは、熱誘導表面の角度が、エンクロージャの底面に対して約４５°～約７５°で調整可

能であることを除いて、請求項に係る発明を開示している。必要に応じて調整可能にすることは、当業者の通例

の技術に過ぎないとされてきたため、本発明がなされた時点の当業者にとって、調整可能にすることは自明であ

ったであろう。 

当業者であれば、エッジディレクタに所望の様式で熱を誘導する目的で、熱誘導表面の角度が、エンクロージャ

の底面に対して約４５°～約７５°で調整可能であることは、容易に想到できたであろう。Ｉｎ ｒｅ Ｓｔｅ

ｖｅｎｓ，２１２ Ｆ．２ｄ １９７，１０１ ＵＳＰＱ ２８４（ＣＣＰＡ１９５４） 

 

 請求項３に関して、 

 Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔは、熱誘導表面がエッジディレクタを部分的に取り囲む前面ファセット（すなわち、ヒ

ーター（１７０ｂ）を取り囲むボックスの前側、図３参照）を備えることを教示するが、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ

は、熱誘導表面がエッジディレクタを少なくとも部分的に取り囲むように配向された複数のファセットを備える

ことを教示していない。 

 Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔは、熱誘導表面が、エッジディレクタを少なくとも部分的に取り囲むように配向された

複数のファセットを備えることを除いて、請求項に係る発明を開示している。要素の単なる形状変更は、その形

状変更が組み合わせの機能にとって重要でない場合、当業者の技術水準の範囲内であるとされているため、熱誘

導表面がエッジディレクタを少なくとも部分的に取り囲むように配向された複数のファセットを備えるようにす

ることは、本発明が出願された時点の当業者には自明であったであろう。更に、当業者であれば、所望の形状で

熱の誘導を制御することによって効率を改善する目的で、エッジディレクタを少なくとも部分的に取り囲むよう

に配向された複数のファセットの形状を選択することは容易に想到したであろう。Ｉｎ ｒｅ Ｄａｉｌｅｙ，

３５７ Ｆ．２ｄ ６６９，１４９ ＵＳＰＱ４７（ＣＣＰＡ１９６６） 

 請求項４に関して、 

 Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔは、熱誘導表面が、エッジディレクタを部分的に取り囲む前面ファセット（すなわち、

ヒーター（１７０ｂ）を取り囲む箱の前側、図３参照）を含み、ヒーター（１７０ｂ）が、エッジディレクタに

対して回転及び／又は並進することができ、そのような回転又は並進が、所望の様式でエッジディレクタに熱を

誘導するためにエッジディレクタに対する距離及び／又は角度を調整するのに役立つことができることを更に教

示している（図２、［００３７］参照）。 

 Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔは、複数のファセットが、中央ファセットと、中央ファセットの対向する両端上の２つ

の側面ファセットと、を含み、中央ファセットに対する２つの側面ファセットの各々の間の最大角度が、約１４

５°～約１７５°であることを教示していない。 
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審査部門：１７４３ 

 

 Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔは、複数のファセットが、中央ファセットと、中央ファセットの対向する両端上の２つ

の側面ファセットと、を含み、中央ファセットに対する２つの側面ファセットの各々の間の最大角度が、約１４

５°～約１７５°であることを除いて、請求項に係る発明を開示している。要素の単なる形状変更は、その形状

変更が組み合わせの機能にとって重要でない場合、当業者の技術水準の範囲内であるとされているため、複数の

ファセットが、中央ファセットと、中央ファセットの対向する両端上の２つの側面ファセットと、を含み、中央

ファセットに対する２つの側面ファセットの各々の間の最大角度が、約１４５°～約１７５°であるようにする

ことは、本発明が出願された時点の当業者には自明であったであろう。 

更に、当業者であれば、所望の形状での熱の誘導を制御することによって効率を改善する目的で、複数のファセ

ットが、中央ファセットと、中央ファセットの対向する両端上の２つの側面ファセットと、を含み、中央ファセ

ットに対する２つの側面ファセットの各々の間の最大角度が、約１４５°～約１７５°である形状を選択するこ

とは容易に想到したであろう。Ｉｎ ｒｅ Ｄａｉｌｅｙ，３５７ Ｆ．２ｄ ６６９，１４９ ＵＳＰＱ４７

（ＣＣＰＡ１９６６） 

 請求項５に関して、 

 Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔは、熱誘導表面が平面であることを更に教示している（図３参照）。 

 Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔは、熱誘導表面は、熱誘導表面がエッジディレクタを少なくとも部分的に取り囲むよう

に、曲面であることを除いて、請求項に係る発明を更に開示している。要素の単なる形状変更は、その形状変更

が組み合わせの機能にとって重要でない場合、当業者の技術水準の範囲内であるとされているため、熱誘導表面

を曲面にすることは、本発明が出願された時点の当業者には自明であったであろう。更に、当業者であれば、所

望の形状で熱の誘導を制御することによって効率を改善する目的で、曲面の熱誘導表面の形状を選択することは

容易に想到したであろう。Ｉｎ ｒｅ Ｄａｉｌｅｙ，３５７ Ｆ．２ｄ ６６９，１４９ ＵＳＰＱ４７（Ｃ

ＣＰＡ１９６６） 

 請求項７に関して、 

 Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔは、少なくとも１つの加熱要素が、ケイ化モリブデン、白金からなる群から選択される

材料から形成されることを更に教示している（［００３５］参照）。 
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出願／管理番号：１４／２７８，５８２      ページ９ 

審査部門：１７４３ 

 

 請求項６は、上記の請求項１に適用されるＦｉｌｉｐｐｏｖを考慮し、ＯＶＥＲＭＡＮ（ＵＳ３，５０６，４

２９）を更に考慮したＥｌ Ｋａｈｌｏｕｔに対して特許性がないとして、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．１０３に基づいて

拒絶される。 

 請求項６に関して、 

 Ｅｌ ＫａｈｌｏｕｔとＦｉｌｉｐｐｏｖとの組み合わせの教示は、上記に考察されたように、請求項１に記

載の装置を教示している。 

 Ｅｌ ＫａｈｌｏｕｔとＦｉｌｉｐｐｏｖとの組み合わせの教示は、少なくとも１つの加熱要素が、細長い断

面を有するコイルを含むことを教示するには至っていない。 

 ガラスを形成する、同じ分野の試みにおいて、Ｏｖｅｒｍａｎは、下方に延伸されたガラスシートの幅を横断

する均一な厚さを提供するための装置が、細長い断面を有するヒーターコイル（３０）を備えることを教示して

いる（図３、段落２、２９～３２行参照）。 

 したがって、本発明が出願された時点で当業者には、ガラスシート全体の幅にわたって温度プロファイルを正

確に制御し、ガラスシートの均一な厚さを提供する目的のために、Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ及びＦｉｌｉｐｐｏｖ

によって教示されるガラスリボンを製造するための装置を、Ｏｖｅｒｍａｎによって教示されるように細長い断

面を有するヒーターコイル（３０）を用いて修正することは自明であったであろう。 

 

結論 

 

 本通知書又は審査官からの以前の通知書に関する問い合わせは、電話番号が（５７１）２７２－０３４７であ

るＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ．ＡＨＭＥＤ ＡＬＩまで連絡されたい。審査官には、通常、ＩＦＰ（月曜日～金曜日の

午前７時３０分～午後５時）に連絡を取ることができる。 

 電話で審査官に連絡が取れない場合、審査官の上司であるＪｏｓｅｐｈ Ｄｅｌ Ｓｏｌｅに５７１２７２１

１３０で連絡を取ることができる。この出願又は手続きが割り当てられている組織のファックス電話番号は、５

７１－２７３－８３００である。 
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出願／管理番号：１４／２７８，５８２      ページ１０ 

審査部門：１７４３ 

 

 出願の状況に関する情報は、特許出願情報検索（ＰＡＩＲ）システムから取得され得る。公開された出願の状

況情報は、Ｐｒｉｖａｔｅ ＰＡＩＲ又はＰｕｂｌｉｃ ＰＡＩＲのいずれかから取得され得る。未公開の出願

の状況情報は、Ｐｒｉｖａｔｅ ＰＡＩＲのみを通じて入手可能である。ＰＡＩＲシステムの詳細については、

ｈｔｔｐ：／／ｐａｉｒ－ｄｉｒｅｃｔ．ｕｓｐｔｏ．ｇｏｖを参照のこと。Ｐｒｉｖａｔｅ ＰＡＩＲシステ

ムへのアクセスについて質問がある場合はＥｌｅｃｔｒｏｎｉｃ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｃｅｎｔｅｒ（ＥＢＣ）

８６６－２１７－９１９７（フリーダイヤル）まで連絡されたい。ＵＳＰＴＯカスタマーサービス担当者による

サポート又は自動情報システムへのアクセスをご希望の場合は、８００－７８６－９１９９（米国又はカナダ）

又は５７１－２７２－１０００まで電話されたい。 

 

 

 

／ＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ ＡＨＭＥＤ ＡＬＩ／ 

審査官、審査部門 １７４３ 

 

／ＡＬＩＳＯＮ ＨＩＮＤＥＮＬＡＮＧ／ 

主任審査官、審査部門 １７４４ 
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米国特許商標庁 

ＰＴＯＬ－８９２（Ｒｅｖ．０１－２００１） 参考文献の通知 書類番号の一部 ２０１５１０２４ 

引用文献の通知 

出願／管理番号 

１４／２７８，５８２ 

出願人／再審査中の特許 

ＣＨＵＮＧら 

審査官 

ＭＯＨＡＭＥＤ Ｋ Ａ

ＨＭＥＤ ＡＬＩ 

審査部門 

１７４３ ページ１／１ 

米国特許文献 

＊  文献番号 

国コード－番号－種別コード 

日付 

ＭＭ－Ｙ

ＹＹＹ 

氏名 ＣＰＣ分類 米国分類 

＊ 
Ａ 

ＵＳ－２０１１／０２０９５

０２ Ａ１ 

０９－２

０１１ 

Ｅｌ Ｋａｈｌｏｕｔ、

Ａｈｄｉ 

Ｃ０３Ｂ１７

／０６４ 

６５／９０ 

＊ 
Ｂ 

ＵＳ－２００８／０２８２７

３６ Ａ１ 

１１－２

００８ 

Ｆｉｌｉｐｐｏｖ、Ａｎ

ｄｒｅｙ Ｖ． 

Ｃ０３Ｂ１７

／０６４ 

６５／９０ 

＊ 
Ｃ 

ＵＳ－３，５０６，４２９ Ａ ０４－１

９７０ 

ＯＶＥＲＭＡＮ ＫＥＮ

ＮＥＴＨ Ｔ 

Ｃ０３Ｂ１７

／０６４ 

６５／１２８ 

 Ｄ ＵＳ－     

 Ｅ ＵＳ－     

 Ｆ ＵＳ－     

 Ｇ ＵＳ－     

 Ｈ ＵＳ－     

 Ｉ ＵＳ－     

 Ｊ ＵＳ－     

 Ｋ ＵＳ－     

 Ｌ ＵＳ－     

 Ｍ ＵＳ－     

外国特許文献 

＊  文献番号 

国コード－番号－種別コード 

日付 

Ｍ Ｍ － Ｙ

ＹＹＹ 

国 氏名 ＣＰＣ分類 

 Ｎ      

 Ｏ      

 Ｐ      

 Ｑ      

 Ｒ      

 Ｓ      

 Ｔ      

非特許文献 

＊  必要に応じて、以下を含める。著者、タイトル 日付、出版社、版又は巻、関連ページ） 

 Ｕ  

 Ｖ  

 Ｗ  

 Ｘ  

＊この参考文献の写しは、この拒絶理由通知では提供されない。（ＭＰＥＰ§７０７．０５（ａ）参照）。 

ＭＭ－ＹＹＹＹ形式の日付は公開日である。分類は、米国又は外国のものであり得る。 
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受領日：２０１４年５月１５日  １４２７８５８２–ＧＡＵ：１７４３ 

抹消線が引かれているものを除き、全ての参考文献が考慮された。／Ｍ．Ｋ．Ａ／ 

 

用紙ＰＴＯ－１４４９（修正

済み） 

代理人整理番号 シリアル番号 

出願人の情報開示陳述書に関

する特許及び刊行物のリスト 

ＳＰ１４－１２０  

筆頭発明者 

Ｒｅｎ Ｈｕａ Ｃｈｕｎｇ 

 出願日 グループ： 

   

参考文献指定  米国特許文献 
審査官のイ

ニシャル 

 
文献番号 日付 氏名 分類 細分類 

出願日 

必要に応じて 

 
ＡＡ ８１７６７５

３ 

２０１２年

５月１５日 

Ｋａｈｌｏｕｔ

ら 
６５ ９０  

 ＡＢ       

 ＡＣ       

 ＡＤ       

 ＡＥ       

 ＡＦ       

 ＡＧ       

 ＡＨ       

 ＡＩ       

 ＡＪ       

 ＡＫ       

外国特許文献 

 
 

文献番号 日付 国 分類 細分類 
翻訳 

はい いいえ 

 ＡＬ        

 ＡＭ        

 ＡＮ        

 ＡＯ        

 ＡＰ        

 ＡＱ        

その他の技術（著者、タイトル、日付、関連ページなどを含む） 

 ＡＲ  

 ＡＳ  

 ＡＴ  

 ＡＵ  

 ＡＶ  

 ＡＷ  

審査官：／Ｍｏｈａｍｅｄ Ａｈｍｅｄ Ａｌｉ／ 検討日：２０１５年１０月２７日 

審査官：引用文献がＭＰＥＰ６０９に準拠しているかどうかにかかわらず、考慮された場合はイニシャルが

記入される：準拠せず、かつ考慮されていない場合、引用文献に抹消線が引かれる。この用紙の写しを出願

人への次回の通知時に含める。 
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２０１３年４月１１日 

実用特許出願送付書 

代理人整理番号 ＳＰ１４－１

２０ 

総ページ

数 

２ 

筆頭発明者又は出願識別番号Ｒｅｎ Ｈｕａ Ｃｈｕｎｇ 

発明の名称：エッジディレクタからの熱損失を低減するための方
法及び装置 

（３７Ｃ．Ｆ．Ｒ．§１．５３（ｂ）に基づく新規の非仮出願のみ） 

郵送又は送信証明書   宛先： 

Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎｅｒ ｆｏｒ Ｐａｔｅｎｔｓ 

 Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ １４５０ 

Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ、ＶＡ ２２３１３－１４５０ 

私はここに、この書類及び／又は手数料若しくは料金の承認
が、２０１４年５月１５日に、以下の方法により、Ｃｏｍｍｉ

ｓｓｉｏｎｅｒ ｆｏｒ Ｐａｔｅｎｔｓ、Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ 
１４５０、Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ、ＶＡ ２２３１３－１４
５０に送信されていることを証明する。 

 

３７ ＣＦＲ§１．６（ａ）（４）に基づく米国特許商標庁

の電子出願システム 

署名  

Ｊｕｌｉｅ Ｈｅｎｓｈａｗ 

 

１． ＊手数料送付用紙 

（手数料処理のために原本及び写しを提出する） 

５． □マイクロフィッシュコンピュータプログラム（付録） 

２． 明細書 ［総ページ数 ２４ ６． ヌクレオチド及び／又はアミノ酸配列の提出 

（該当する場合は、必要なもの全て）  （以下に記載される好ましい配置） 

 －発明の名称 

 －関連出願の相互参照 

 －連邦政府出資の研究開発に関する記述 

 －マイクロフィッシュ付録への言及 

 －背景技術 

 －発明の概要 

 －図面の簡単な説明（提出された場合） 

 －発明を実施するための形態 

 －特許請求の範囲 

 －要約書 

 

  ａ． □コンピュータ読み取り可能な写し 

  ｂ． □紙の写し（コンピュータの写しと同一） 

  ｃ． □上記の写しの同一性を証明する陳述書 

 添付の出願書類 

 ７． □譲渡証書（表紙及び書類） 

 ８． □３７Ｃ．Ｆ．Ｒ．§３．７３（ｃ）
の陳述書 

（譲受人がいる場合） 

□委任状 

 ９． □英語翻訳文書（該当する場合） 

３． 図面（３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§

１１３） 

［総用紙数 ７ １０． 情報開示陳述書（ＩＤＳ）／ＰＴ

Ｏ－１４４９ 

□ＩＤＳ引用の写

し 

    

４． 宣誓書又は宣言書 ［総ページ数  

 ａ． □署名済み（原本又は写し） １１． □予備補正書 

 ｂ． □先の出願からの写し（３７Ｃ．Ｆ．Ｒ．§１．
６３（ｄ）） 

（ボックス１６が記入されている継続／
分割の場合） 

１２． 出願データシート 

  １３． □優先権書類の認証

謄本 

（外国優先権を主張
する場合） 

１４． □その他：返信受領証

はがき（ＭＰＥＰ５０
３） 

（具体的に項目分けす

ること） 

ｉ． □発明者の削除 

先の出願で発明者の氏名を削除する署名
付き陳述書が添付される、３７Ｃ．Ｆ．Ｒ．
§§１．６３（ｄ）（２）及び１．３３（ｂ）

を参照のこと。 

１６． 継続出願の場合、適切なボックスにチェックを入れ、必要な情報を下記及び予備補正書に記載する。 

□継続 □分割 □一部継続（ＣＩＰ）先の出願番号 

先の出願情報：審査官：    グループ／審査部門： 

継続又は分割出願のみ：ボックス４Ｂに基づいて宣誓書又は宣言書が提供される先の出願の開示全体は、添付の継続又
は分割出願の開示の一部とみなされ、参照により本明細書に組み込まれる。組み込みは、提出された出願書類の一部に

誤って省略があった場合のみ依拠することができる。 

１７．連絡先住所 

顧客番号又はバーコードラベル ２２９２８ 又は □下記の連絡先住所 

氏名 Ｋｅｖｉｎ Ｍ Ａｂｌｅ 

住所 ＣＯＲＮＩＮＧ ＩＮＣＯＲＰＯＲＡＴＥＤ、ＳＰ－ＴＩ－３－１ 

市区町村 Ｃｏｒｎｉｎ
ｇ 

州 ＮＹ 郵便番号 １４８３１ 

国 米国 電話 ６０７－９７４－２６

３７ 

ＦＡＸ （６０７）９７４－

３８４８ 

氏名（印刷／タイプ） Ｋｅｖｉｎ Ｍ Ａｂｌｅ 登録番号（弁理士／代理人） ５２４０１ 

署名  日付 ２０１４年５月１５日 
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２０１３年４月１１日 

2013会計年度の手数料送付書 判明している場合は記入 

出願番号 後日付与 

出願日 本日 

筆頭発明者 Ren Hua Chung ら 

審査官氏名 後日付与 

グループ/審査部門 後日付与 

合計支払額 1600.00ドル 代理人整理番号 SP14-120 

支払い方法(1 つにチェック) 手数料の計算(続く) 

1. 特許庁長官が、ここに示された手数料を請求し、過払い金を以下

に振り込むことを承認します。 

3.出願サイズ手数料 

1081 400 実用特許出願サイズ手数料(100 ページを超える追

加の 50 枚ごとに) 

預金口座番号 

03-3325 
 1082 400 意匠特許出願サイズ手数料(100 ページを超える追

加の 50 枚ごとに) 

 1083 400 植物特許出願サイズ手数料(100 ページを超える追

加の 50 枚ごとに)    

預金口座名義 

Corning Incorporated 
 1084 400 再発行出願サイズ手数料(100 ページを超える追加

の 50 枚ごとに) 

 1085 400 仮出願サイズ手数料(100 ページを超える追加の 50

枚ごとに)    

37 CFR§§1.16 及び 1.17 に基づいて必要な

追加手数料を請求する 

 4.その他の手数料  大企業 

 手数料 手数料 手数料の説明 支払い済み手数料 

2.□支払い同封      

□小切手 □郵便為替 □その他  コード(ドル) 

手数料の計算  1051 140 追加料金-追完手数料又は宣誓書 

1.基本出願、調査、及び審査手数料 1052 60 追加料金-仮出願追完手数料又は表紙 

     1053 140 非英語明細書 

出願の種類 

出願手

数料 

調査手

数料 

審査手

数料 手数料 

1812 12,000 再審査請求 

1804 920* 審査官の措置前に SIR の公開を請求する 

 1805 1,840* 審査官の措置後に SIR の公開を請求する 

 1251 200 1 か月以内の応答期間の延長 

実用特許 280 600 720 1,600.00 1252 600 2 か月以内の応答期間の延長 

意匠特許 180 120 460  1253 1,400 3 か月以内の応答期間の延長 

植物特許 180 380 580  1254 2,200 4 か月以内の応答期間の延長 

再発行 280 300 2,160  1255 3,000 5 か月以内の応答期間の延長 

仮出願 280 0 0  1401 800 審判請求書 

小計(1) 1,600.00 ドル  1402 0 審判請求を裏付ける準備書面提出 

2.超過請求項手数料 1403 1,300 口頭審理の請求 

 超過請

求項 

下記の

手数料 

支払い済み

手数料 

1451 1,510 公衆使用手続き開始の申し立て 

 1452 640 回復請願-不可抗力 

請求項の総数 20 - 20** = x 80 = 00.00 1453 1,900 回復請願-故意ではない 

独立請求項 3 - 3** = x 420 = 0.00 1501 1,780 実用特許発行手数料(又は再発行) 

複数の従属項 780 = 0.00 1502 1,020 意匠特許発行手数料 

   1503 1,400 植物特許発行手数料 

**又は、より多い場合、以前に支払われた数、再発行については、以
下を参照のこと 

1462 400 具体的に規定されていない特許庁長官への申し立

て(グループ I)1.17(f) 

   1463 200 具体的に規定されていない特許庁長官への申し立

て(グループ II)1.17(g)    

   1464 140 具体的に規定されていない特許庁長官への申し立

て(グループ III)1.17(h) 大企業手数料 事業体手

数料 

手数料の説明 

1807 50 仮出願に関する申し立て 

コード (ドル)  1806 180 情報開示 STMT の提出 

1202 80 20 を超える請求項 8021 40 財産権ごとの各特許譲渡の記録(財産権の倍数) 

1201 420 3 を超える独立請求項 

1203 780 複数の従属請求項、未払いの場合 0 1809 840 最後の拒絶理由通知後の提出(37 C.F.R.§1.129(b)) 

1204 420 **原出願の特許を超える独立請求

項の再発行 

1205 80 **原出願の特許を超える、20 を超え

る請求項の再発行 

1810 840 審査される追加発明ごとに(37 C.F.R.§1.129(b)) 

   

   1801 1,200 継続審査請求(RCE) 

   1802 900 意匠特許出願の早期審査請求 

      

 小計(2) (ドル)00.00 *支払われた基本出願手数料により減額される 小計(3) (ドル) 

      

提出者 記入日(該当する場合) 

氏名(印刷/タイプ) Kevin M Able 登録番号(弁理士/代理人) 52401 

署名  日付 2014 年 5 月 15 日 
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２０１３年４月１１日 
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１６ 

【書類名】特許請求の範囲 

【請求項１】 

 ガラスリボンを製造するための装置であって、 

 下流方向に沿って収束して底部を形成する一対の下方傾斜成形面部を含む成形用楔体と、 

 前記一対の下方傾斜成形面部と交わっているエッジディレクタと、 

 前記底部及びエッジディレクタの下流に位置付けられた複数のエッジローラであって、前記複数のエッジロー

ラが、前記ガラスリボンのエッジ部分と係合するように位置付けられている、複数のエッジローラと、 

 前記成形用楔体、エッジディレクタ、及び前記複数のエッジローラを囲むハウジングと、 

 前記エッジディレクタの下の前記ハウジングのポート内に取り外し可能に位置付けられた加熱カートリッジと、

を備え、前記加熱カートリッジが、エンクロージャであって、前記エンクロージャの底面に対して約９０°未満

の角度で傾斜している熱誘導表面を有する、エンクロージャを備え、前記熱誘導表面が、その面上に又はその面

に隣接して位置付けられた少なくとも１つの加熱要素を備え、前記加熱カートリッジは、前記熱誘導表面が前記

エッジディレクタに面するように配向されており、前記熱誘導表面からの形態係数が、前記複数のエッジローラ

におけるよりも前記エッジディレクタにおいて大きく、前記加熱カートリッジの前記熱誘導表面及び前記底面の

下縁が、前記複数のエッジローラから前記エッジディレクタを熱的に遮蔽するように、前記エッジディレクタと

前記複数のエッジローラとの間に少なくとも部分的に位置付けられている、装置。 

【請求項２】 

 前記熱誘導表面の前記角度が、前記エンクロージャの前記底面に対して約４５°～約７５°である、請求項１

に記載の装置。 

【請求項３】 

 前記熱誘導表面が、前記エッジディレクタを少なくとも部分的に取り囲むように配向された複数のファセット

を含む、請求項１に記載の装置。 

【請求項４】 

 前記複数のファセットが、中央ファセットと、前記中央ファセットの対向する両端上の２つの側面ファセット

と、を含み、前記中央ファセットに対する前記２つの側面ファセットの各々の間の最大角度が、約１４５°～約

１７５°である、請求項３に記載の装置。 

【請求項５】 

 前記熱誘導表面は、前記熱誘導表面が前記エッジディレクタを少なくとも部分的に取り囲むように、曲面であ

る、請求項１に記載の装置。 

  

000120Petitioner Ex 1002 120



 

１７ 

【請求項６】 

 前記少なくとも１つの加熱要素が、細長い断面を有するコイルを含む、請求項１に記載の装置。 

【請求項７】 

 前記少なくとも１つの加熱要素が、二ケイ化モリブデン、白金、白金－ロジウム、及び鉄－クロム－アルミニ

ウム合金からなる群から選択される材料から形成されている、請求項６に記載の装置。 

【請求項８】 

 ガラスリボンを形成するための装置で使用するための交換可能な加熱カートリッジであって、前記交換可能な

加熱カートリッジが、 

 エンクロージャであって、前記エンクロージャの底面に対して約９０°未満の角度で傾斜している熱誘導表面

を有し、前記熱誘導表面が、その面上に又はその面に隣接して位置付けられた少なくとも１つの加熱要素を備え

る、エンクロージャと、 

 前記エンクロージャ内で前記熱誘導表面の背後に位置付けられた耐火性材料と、を備え、前記熱誘導表面から

の形態係数が、前記エンクロージャの前記底面の下よりも前記エンクロージャの前記底面の上で大きく、前記熱

誘導表面の下縁及び前記交換可能な加熱カートリッジの前記底面が、前記熱誘導表面の下のエリアから前記熱誘

導表面の上のエリアを熱的に遮蔽する、交換可能な加熱カートリッジ。 

【請求項９】 

 前記熱誘導表面の前記角度が、前記底面に対して約４５°～約７５°である、請求項８に記載の交換可能な加

熱カートリッジ。 

【請求項１０】 

 前記熱誘導表面が、複数のファセットを含む、請求項８に記載の交換可能な加熱カートリッジ。 

【請求項１１】 

 前記複数のファセットが、中央ファセットと、前記中央ファセットの対向する両端上の２つの側面ファセット

と、を含み、前記中央ファセットに対する前記２つの側面ファセットの各々の間の最大角度が、約１４５°～約

１７５°である、請求項１０に記載の交換可能な加熱カートリッジ。 

【請求項１２】 

 前記エンクロージャの前記底面に近接する前記熱誘導表面の前記中央ファセットから延在する遮蔽部材を更に

備える、請求項１１に記載の交換可能な加熱カートリッジ。 
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１８ 

【請求項１３】 

 前記熱誘導表面が、曲面を含む、請求項８に記載の交換可能な加熱カートリッジ。 

【請求項１４】 

 前記少なくとも１つの加熱要素が、二ケイ化モリブデン、白金、白金－ロジウム、及び鉄－クロム－アルミニ

ウム合金からなる群から選択される材料から形成されている、請求項８に記載の交換可能な加熱カートリッジ。 

【請求項１５】 

 ガラスリボンを製造する方法であって、 

 成形用楔体の一対の下方傾斜成形面部の上に溶融ガラスを流すステップであって、前記一対の下方傾斜成形面

部が、下流方向に沿って収束して底部を形成する、流すステップと、 

 前記一対の下方傾斜成形面部のうちの少なくとも１つと交わっているエッジディレクタの上に前記溶融ガラス

を流すステップと、 

 前記溶融ガラスを前記成形用楔体の前記底部から延伸して、前記ガラスリボンを形成するステップと、 

 前記ガラスリボンのエッジ部分を、前記底部及びエッジディレクタの下流に位置付けられた複数のエッジロー

ラであって、前記複数のエッジローラが、ハウジングを通って延在する、複数のエッジローラと係合させるステ

ップと、 

 前記ハウジング内のポートに位置する交換可能な加熱カートリッジを用いて前記エッジディレクタを加熱する

ステップと、を含み、前記交換可能な加熱カートリッジが、前記複数のエッジローラと前記エッジディレクタと

の間に位置付けられており、前記交換可能な加熱カートリッジが、エンクロージャであって、前記エンクロージ

ャの底面に対して約９０°未満の角度で傾斜している熱誘導表面を有する、エンクロージャを備え、前記熱誘導

表面が、その面上に又はその面に隣接して位置付けられた少なくとも１つの加熱要素を備え、前記交換可能な加

熱カートリッジは、前記熱誘導表面が前記エッジディレクタに面するように配向されており、前記熱誘導表面か

らの形態係数が、前記複数のエッジローラにおけるよりも前記エッジディレクタにおいて大きく、前記交換可能

な加熱カートリッジの前記熱誘導表面及び前記底面の下縁が、前記複数のエッジローラから前記エッジディレク

タを熱的に遮蔽するように、前記エッジディレクタと前記複数のエッジローラとの間に少なくとも部分的に位置

付けられている、方法。 

【請求項１６】 

 前記熱誘導表面の前記角度が、底面に対して約４５°～約７５°である、請求項１５に記載の方法。 

【請求項１７】 

 前記熱誘導表面が、前記エッジディレクタを少なくとも部分的に取り囲むように配向された複数のファセット

を含む、請求項１５に記載の方法。 
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１９ 

【請求項１８】 

 前記複数のファセットが、中央ファセットと、前記中央ファセットの対向する両端上の２つの側面ファセット

と、を含み、前記中央ファセットに対する前記２つの側面ファセットの各々の間の最大角度が、約１４５°～約

１７５°である、請求項１７に記載の方法。 

【請求項１９】 

 前記熱誘導表面は、前記熱誘導表面が前記エッジディレクタを少なくとも部分的に取り囲むように、曲面を含

む、請求項１５に記載の方法。 

【請求項２０】 

 前記交換可能な加熱カートリッジは、前記ガラスリボンが形成されているときに交換可能である、請求項１５

に記載の方法。 
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